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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】変動商品価値及び／または他の変動クーポン特
性を持つ動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）を提供する
。
【解決手段】ＤＭＣはＤＭＣの出資者によって確定され
た基準に基づいてモバイル・デバイスに分配される。Ｄ
ＭＣの償還値は変動し、そして受取人モバイル・デバイ
スと関連するデータに少なくとも一部基づいて動的に確
定される。小売り実体におけるＤＭＣの償還の際、その
値は取引に固定され、そして取引に適用される。取引の
詳細は取引を完成するために仲介及び補償機能を実行す
る遠隔の情報センターに提供される。
【効果】モバイル環境において消費者の購買動機を生成
するために豊かで柔軟な機構を促進するＤＭＣを提供で
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）を対象モバイル・デバイスと関連させること、ここ
ではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定すること
を含む、遠隔通信の方法。
【請求項２】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスに伝送すこと、或いは
　ＤＭＣと関連する出資者または取引を識別し、そして、
　変動クーポン特性の初期パラメータ、または
　変動クーポン特性の状態
の少なくとも一つをさらに識別する対象モバイル・デバイスにＤＭＣの指示を伝送するこ
と
の少なくとも一つを含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　決定可能な情況を見積ること、及びＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させる前ま
たは同時に初期パラメータを確定することをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　対象モバイル・デバイスのプロフィール経歴及び決定可能な情況を見積るためのＤＭＣ
分配規則を調べる学習エンジンを用いることをさらに含む、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　決定可能な情況を見積るためにプロフィール経歴に関連するＤＭＣ利用経歴、モバイル
買物経歴またはＤＭＣ共有経歴を用いることをさらに含む、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　対象モバイル・デバイスからの入力によってパラメータへの変化を緩和するために確定
された初期パラメータを保証すること、或いは
　対象モバイル・デバイスからの入力に少なくとも一部基づいて初期パラメータの再見積
りを可能にすること
の少なくとも一つをさらに含む、請求項３記載の方法。
【請求項７】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させた後、初期パラメータを確定することをさ
らに含む、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　決定可能な情況の変化、或いは
　対象モバイル・デバイスの入力
の少なくとも一つに一部基づいてＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させた後、初期
パラメータを再確定することをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　モバイル・デバイスとの無線データ交換を開始すること、或いはそれに応答すること、
　モバイル・デバイスと関係するデータを検索すること、
　対象モバイル・デバイスを識別するための一つ以上の基準と検索されたデータを比較す
ること、及び
　比較の結果に基づいて対象モバイル・デバイスとしてそのモバイル・デバイスを確定す
ること
をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　モバイル・デバイスと関連する場所、時間、デバイス能力、ユーザー・インタフェース
機能、または識別情報を一つ以上の基準として用いることをさらに含む、請求項９記載の
方法。
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【請求項１１】
　ＤＭＣの適用を取引に適用または認可すること、及び変動クーポン特性に基づいて取引
の初期設定特性を修正することをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　修正初期設定特性に基づいて取引の出資者を情報センター・サーバーと通信的に結合し
、そして補償することをさらに含む、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　ＤＭＣがＤＭＣと関連する販売場所での償還のために提示される通知を受取ることをさ
らに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　変動クーポン特性の決定に少なくとも一部基づいてＤＭＣの償還に関して取引への値の
適用を適用或いは認可することをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　償還値を変動クーポン特性として用い、そして
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させること、
　対象モバイル・デバイスから値受理を受けること、
　決定可能な情況において閾値変化を識別すること、或いは
　ＤＭＣが償還のために提示される通知を受取ること
の少なくとも一つに基づいて確定するために決定可能な情況を見積ることをさらに含む、
請求項１記載の方法。
【請求項１６】
　決定可能な情況として対象モバイル・デバイスの場所、対象モバイル・デバイスの特徴
、時間、ユーザー・プロフィール情報、ベンダー・プロフィール情報、ＤＭＣプロフィー
ル情報または小売人プロフィール情報を用いることをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１７】
　メディアをＤＭＣとともに束ね、少なくともメディアをモバイル・デバイス・アプリケ
ーションに詰込み、そしてそのアプリケーションを対象モバイル・デバイスに伝送するこ
と、或いは
　メディアをＤＭＣに統合し、統合されたＤＭＣをアプリケーションに詰込み、そしてそ
のアプリケーションを対象モバイル・デバイスに伝送すること
の少なくとも一つをさらに含む、請求項２記載の方法。
【請求項１８】
　オーディオ、ビジュアル、嗅覚、触覚の機能をモバイル・デバイス・アプリケーション
として用いることをさらに含む、請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　製品またはサービスの特性を拡大させるためにオーディオ、ビジュアル、嗅覚、触覚の
機能を用いるようにアプリケーションを構成することをさらに含む、請求項１８記載の方
法。
【請求項２０】
　ＤＭＣに関係する製品、サービス、供給者または小売人広告をメディアと共に含むこと
をさらに含む、請求項１７記載の方法。
【請求項２１】
　ＤＭＣの出資者、受取人または分配者以外の第三者の広告をメディアと共に含むことを
さらに含む、請求項１７記載の方法。
【請求項２２】
　広告が受取人デバイスにおいて使用される指示を取得し、そしてその指示に基づいて第
三者との取引を修正、開始、または完了することをさらに含む、請求項２１記載の方法。
【請求項２３】
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示と共に実行可能モジュールを伝送することをさらに含み、実
行可能モジュールは決定可能な情況を見積り、そして初期パラメータを確定または修正す
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るために構成される、請求項２記載の方法。
【請求項２４】
　確定または修正された初期パラメータをＤＭＣ管理サーバーに伝送するために実行可能
モジュールを構成することをさらに含む、請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させること、
　決定可能な情況の閾値変化、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに基づいて決定可能な情況を見積るために実行可能モジュールを構成す
ることをさらに含む、請求項２３記載の方法。
【請求項２６】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるクーポン・モジュール、ここでＤＭＣは
少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定する見積りモジュール、
　装置によるＤＭＣ分配を容易にするためにクーポン・モジュール及び見積りモジュール
を記憶するメモリー、及び
　ＤＭＣ分配を実行するためにそのモジュールを実行するプロセッサー
を具備する遠隔通信のための装置。
【請求項２７】
　ＤＭＣ、または
　ＤＭＣと関連する出資者または取引を識別し、そして
　　変動クーポン特性の初期パラメータ、または
　　変動クーポン特性の状態
　の少なくとも一つをさらに識別するＤＭＣの指示
の少なくとも一つを対象モバイル・デバイスに少なくとも一部送るために無線インタフェ
ースを用いる送信器をさらに具備する、請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　見積りモジュールは決定可能な情況を見積り、そしてＤＭＣが対象モバイル・デバイス
と関連する前またはそのとき、初期パラメータを確定する、請求項２６記載の装置。
【請求項２９】
　見積りモジュールはユーザー・プロフィール経歴を記憶する取引データベースをさらに
含み、それはＤＭＣ利用情報、モバイル買物情報またはＤＭＣ再分配情報、ベンダー・プ
ロフィール情報、ＤＭＣプロフィール情報または小売人プロフィール情報を含む、請求項
２６記載の装置。
【請求項３０】
　取引データベースに記憶された情報に基づいて決定可能な情況を見積る学習エンジンを
さらに具備する、請求項２９記載の装置。
【請求項３１】
　見積りモジュールは下記の少なくとも一つ：
　対象モバイル・デバイスからの入力によりパラメータに対する変化を緩和するために、
確定された初期パラメータを保証する、或いは
　対象モバイル・デバイスからの入力に少なくとも一部基づいて初期パラメータの再見積
りを可能にする
を行う、請求項２６記載の装置。
【請求項３２】
　見積りモジュールはクーポン・モジュールがＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連さ
せた後、初期パラメータを確定する、請求項２６記載の装置。
【請求項３３】
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　見積りモジュールは：
　決定可能な情況の変化、または
　対象モバイル・デバイスにおける入力
の少なくとも一つに一部基づいてクーポン・モジュールがＤＭＣを対象モバイル・デバイ
スと関連させた後、初期パラメータを再確定する、請求項２６記載の装置。
【請求項３４】
　モバイル・デバイスとの無線データ交換に参加する送受信器、
　モバイル・デバイスと関係するデータを取得するデータ検索モジュール、及び
　対象モバイル・デバイスを識別するための一つ以上の基準と取得データを比較し、そし
て比較の結果に基づいてそのモバイル・デバイスを対象モバイル・デバイスとして確定す
るフィルター・モジュール
をさらに具備する、請求項２９記載の装置。
【請求項３５】
　フィルター・モジュールは時間、場所情報、デバイス能力、ユーザー・インタフェース
機能または一つ以上の基準としてモバイル・デバイスと関連する識別情報を用いる、或い
は
　データ検索モジュールはモバイル・デバイス、見積りモジュール、またはユーザー・プ
ロフィール情報、ベンダー・プロフィール情報、 ＤＭＣプロフィール情報または小売人
プロフィール情報を少なくとも含む終端サーバーから取得された情報を抽出する、
その少なくとも一つである、請求項３４記載の装置。
【請求項３６】
　ＤＭＣの取引への適用を適用または認可する償還モジュールをさらに具備する、請求項
２６記載の装置。
【請求項３７】
　変動クーポン特性は取引に適用可能な償還値を含む、請求項２６記載の装置。
【請求項３８】
　償還モジュールはＤＭＣがＰＯＳ場所において償還を提示され、そして少なくともの償
還状態によって見積りモジュールを更新するという通知を受取る、請求項３６記載の装置
。
【請求項３９】
　償還モジュールは変動クーポン特性に基づいて取引の初期設定特性を修正し、そしてそ
の修正を認可する、請求項３６記載の装置。
【請求項４０】
　償還モジュールは修正初期設定特性に少なくとも一部基づいて取引の出資者の償還を促
進するために情報センター・サーバーにＤＭＣ及び取引情報を提供する、請求項３６記載
の装置。
【請求項４１】
　見積りモジュールはＤＭＣの償還値を変動クーポン特性として用い、そして
　ＤＭＣの対象モバイル・デバイスとの関連、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、
　決定可能な情況の閾値変化、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに基づいて償還値を確定するために決定可能な情況を見積る、請求項２
６記載の装置。
【請求項４２】
　メディアをＤＭＣに統合し、或いはＤＭＣと共にメディアを束ね、ＤＭＣ及びメディア
をモバイル・デバイス・アプリケーションにパッケージ化し、そしてそのアプリケーショ
ンを対象モバイル・デバイスに伝送するメディア統合モジュールをさらに具備する、請求
項２６記載の装置。
【請求項４３】
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　モバイル・デバイス・アプリケーションは対象モバイル・デバイスのオーディオ、ビジ
ュアル、嗅覚、または触覚の機能を利用する、請求項４２記載の装置。
【請求項４４】
　対象モバイル・デバイスのオーディオ、ビジュアル、嗅覚、または触覚の機能は製品ま
たはサービスの特性を伝達または拡大するために利用される、請求項４３記載の装置。
【請求項４５】
　メディアはＤＭＣに関係する製品、サービス、供給者、小売人の広告を含む、請求項４
２記載の装置。
【請求項４６】
　メディアはＤＭＣの出資者、受取人、または分配者以外の第三者の広告を含む、請求項
４２記載の装置。
【請求項４７】
　広告が対象モバイル・デバイスまたは受取人モバイル・デバイスで使用されるならば、
クーポン・モジュールは第三者と共に取引を修正、開始または完了する、請求項４６記載
の装置。
【請求項４８】
　送信器は決定可能な情況を見積り、且つ初期パラメータを確定または修正するために構
成された実行可能モジュールを対象モバイル・デバイスにさらに送る、請求項２７記載の
装置。
【請求項４９】
　実行可能モジュールは確定または修正された初期パラメータをＤＭＣ管理サーバーに伝
送するためにさらに構成される、請求項４８記載の装置。
【請求項５０】
　実行可能モジュールは
　ＤＭＣの対象モバイル・デバイスとの関連、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、
　決定可能な情況の閾値変化、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに少なくとも基づいて決定可能な情況を見積るために構成される、請求
項４８記載の装置。
【請求項５１】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるために構成された第一のモジュール、こ
こでＤＭＣが少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔データ交換によって対象モバイル・デバイスに分配す
るために構成された第二のモジュール、及び
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定するために構成された第三のモジュール
を具備するＤＭＣ分配デバイス。
【請求項５２】
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるための手段、ここでＤＭＣが少なくとも
一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定するための手段
を具備する無線通信のための装置。
【請求項５３】
　コンピューターにＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるための少なくとも一つ
の命令、ここでＤＭＣが少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　コンピューターに対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動ク
ーポン特性の初期パラメータを確定させるための命令
を含むコンピューター可読メディアを含む無線通信のためのコンピューター・プログラム
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製品。
【請求項５４】
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示をデバイスから取得すること、ここでＤＭＣが少なくとも一
つの変動クーポン特性を持ち、
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得すること、及び
　初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデ
ータを収集すること
を含む無線通信の方法。
【請求項５５】
　収集データに少なくとも一部基づいて初期パラメータの定量的または定性的な値を計算
すること、または
　収集データをデバイスに提供し、そして値を受取ること
の少なくとも一つをさらに含む、請求項５４記載の方法。
【請求項５６】
　時間、受取人モバイル・デバイスの場所、モバイル・デバイスの特徴、モバイル・デバ
イス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベンダーまたは小売人プロフィール情
報、またはベンダーまたは小売人の場所を少なくとも一つの要素として用いることをさら
に含む、請求項５４記載の方法。
【請求項５７】
　ＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クーポン特性調整規則
または分配規則に関係する電子メディアを取得することをさらに含む、請求項５４記載の
方法。
【請求項５８】
　メディアを使用し、そしてその使用に少なくとも一部基づいて変動クーポン特性の調整
を促進することをさらに含む、請求項５７記載の方法。
【請求項５９】
　収集データに、またはＤＭＣの受取りに続いて収集されたデータに少なくとも一部基づ
いてその値を調整することをさらに含む、請求項５５記載の方法。
【請求項６０】
　収集データまたはユーザー入力に少なくとも一部基づいてその値を凍結することをさら
に含む、請求項５５記載の方法。
【請求項６１】
　受取人デバイスにおいてＤＭＣに関係するデータを提示することをさらに含み、その情
報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指示、満了情
報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、クーポン特性の変動を記述する規則または付加価値動機を含む
、請求項５４記載の方法。
【請求項６２】
　その情報はＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、そしてＤＭＣと関連する製品、サービス、出
資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプレイとして提示さ
れる、請求項６１記載の方法。
【請求項６３】
　取引と連係して償還のためにＤＭＣを提示することをさらに含む、請求項５４記載の方
法。
【請求項６４】
　定性的または定量的な値を計算するためのアルゴリズムを取得すること及びその値が計
算される方法を変更するアルゴリズムに対する動的更新を取得することをさらに含む、請
求項５５記載の方法。
【請求項６５】
　無線通信のために構成された送受信器で、少なくとも一つの変動クーポン特性を持つＤ
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ＭＣ、またはそのようなＤＭＣの指示、及び変動クーポン特性の初期パラメータを確定す
ることに関連する少なくとも一つの要素を無線送信器から取得する送受信器、
　ＤＭＣまたは少なくとも一つの要素を記憶するメモリー、及び
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つ
の要素に関係するデータを収集する見積りエンジン
を具備する無線通信のための装置。
【請求項６６】
　見積りエンジンは収集データに少なくとも一部基づいて初期パラメータについて定量的
または定性的な値を計算する、或いは
　見積りエンジンは送受信器を経由して収集データをデバイスに提供し、そしてその値を
受取る
　少なくとも一つである、請求項６５記載の装置。
【請求項６７】
　見積りエンジンは時間、受取人モバイル・デバイスの場所、受取人モバイル・デバイス
の特徴、モバイル・デバイス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベンダーまた
は小売人プロフィール情報、またはベンダーまたは小売人の場所を少なくとも一つの要素
として用いる、請求項６５記載の装置。
【請求項６８】
　ＤＭＣはＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クーポン特性
調整規則、再分配規則に関係する電子メディアを含む、請求項６５記載の装置。
【請求項６９】
　そのメディアを使用するユーザー・インターフェイスをさらに具備し、見積りエンジン
はメディアを使用することに少なくとも一部基づいて変動クーポン特性を調整する、請求
項６８記載の装置。
【請求項７０】
　見積りエンジンは収集データに、またはＤＭＣを取得するのに続いて収集されたデータ
に少なくとも一部基づいてその値を調整する、請求項６６記載の装置。
【請求項７１】
　見積りエンジンは収集データまたはユーザー入力に少なくとも一部基づいてその値を凍
結する、請求項６６記載の装置。
【請求項７２】
　装置においてＤＭＣに関係する情報を提示する再生モジュールをさらに具備し、その情
報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指示、満了情
報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、クーポン特性の変動を記述する規則または付加価値動機を含む
、請求項６５記載の装置。
【請求項７３】
　再生モジュールはＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、且つＤＭＣと関連する製品、サービス
、出資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプレイとしてそ
の情報を提示する、請求項７２記載の装置。
【請求項７４】
　取引と連繋して償還のためにＤＭＣを提示する償還モジュールをさらに含む、請求項６
５記載の装置。
【請求項７５】
　定量的または定性的な値を計算するアルゴリズムへの動的更新を取得する更新モジュー
ルをさらに含み、アルゴリズムへの更新はその値が計算される方法を変える、請求項６６
記載の装置。
【請求項７６】
　遠隔デバイスとの無線データ交換のために構成された送受信器、
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得するために構成された第一のモジュ
ール、ここでＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
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　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得するために構成された第二のモジュール、及び
　初期パラメータを確定すること容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデー
タを収集するために構成された第三のモジュール
を含むモバイル・デバイス。
【請求項７７】
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得するための手段、ここでＤＭＣは少
なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得するための手段、及び
　初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデ
ータを収集するための手段
を具備する無線通信のための装置。
【請求項７８】
　コンピューターにＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得させるための少な
くとも一つの命令、ここでＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　コンピューターに変動クーポン特性の初期パラメータを確定させることに関連する少な
くとも一つの要素を取得するための少なくとも一つの命令、及び
　コンピューターに初期パラメータを確定することを促進させるために少なくとも一つの
要素に関係するデータを収集するための少なくとも一つの命令
を含むコンピューター可読メディアを含む無線通信のためのコンピューター・プログラム
製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　３５Ｕ．Ｓ．Ｃ§１１９における優先権主張
　本出願特許は２００７年７月２０日出願され、そしてこの譲請人に譲渡され、且つここ
に引例によって明確にこれにより組込まれた「動的クーポン・システム（DYNAMIC COUPON
 SYSTEM）」と題する仮特許番号第６０／９４５，０９８号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　下記は一般にモバイル動作環境に関係し、特にそのようなモバイル動作環境において動
的モバイル・クーポンを提供することに関係する。
【背景技術】
【０００３】
　近年、様々な進歩がセルラー通信技術及びセルラー通信デバイスにおいて行われてきた
。いくつかの進歩、例えばカメラとビデオ記録技術のそのようなデバイスへの統合、電子
メールと短メッセージ・サービスのモバイル通信への取込み、等々がソフトウェア及び／
またはハードウェア・アプリケーションに及んでいる。これらのアプリケーションは柔軟
性の増加、処理能力、通信能力、等々を既に大衆的な通信デバイス（例えば、セルラー電
話）に加えてきた。その結果、そのようなデバイスは消費者市場で大きな人気になってき
ており、さらに多数の消費者がそのようなデバイスを購入し、或いは新しいアプリケーシ
ョン及び技術を含むデバイスへ格上げする動機を与えている。
【０００４】
　さらに多数の消費者がモバイル・デバイスを所有し、且つ利用するにつれて、伝統的に
個人、ラジオ、テレビまたは有線電話関係に限定されたビジネス機構はモバイル環境に拡
大しつつある。例えば、インターネットがモバイル通信デバイスによってますますアクセ
ス可能になるので、電子メール及びウェブは閲覧アプリケーションがモバイル・デバイス
によって利用される。さらに、電子商取引が同様にそのようなデバイスによって行なわれ
る。例えば、安全なウェブ・アプリケーションはウェブ閲覧デバイスによってオンライン
商取引を行なうためにインタフェースを提供する。クレジット・カード、デビット・カー
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ド、銀行振替及び同様の支払いはそのようなデバイスにより安全なウェブ・アプリケーシ
ョンを利用して容易になる。
【０００５】
　前記に加えて、他の商取引機構もまたモバイル・デバイス及びモバイル通信環境に取入
れられてきた。例えば、モバイル・デバイスに記憶された電子クーポンは紙クーポンに取
替って利用される。広告会社はクーポンを生成し、そしてそれらをモバイル・デバイスに
配布し、モバイル・デバイスは代わりに商取引と連動してクーポンの償還を促進する。電
子ファイルとして、そのようなクーポンは伝統的な紙クーポンよりさらに多くの柔軟性を
持つ。例えば、紙クーポンはモバイル・デバイスに記憶された電子クーポンと比較すると
置き間違えられやすい。さらに、電子クーポンは重複や他の不認定使用を軽減するために
様々な安全対策を組込むことができる。従って、モバイル動作環境における電子クーポン
の導入に関して多くの利益が発生する。
【発明の概要】
【０００６】
　そのような形態の基本的な理解をするために一つ以上の形態の簡単な要約を下記に提示
する。この要約は考えられる全ての形態の広範な概観であるとは限らず、そして全ての形
態の鍵または重要な要素を確認するものではなく、或いは任意または全ての形態を描写す
るものでもない。その唯一の目的は後で提示されるさらに詳細な説明の先触れとしての単
純な形で一つ以上の形態のいくつかの概念を提示することである。
【０００７】
　モバイル・デバイスのために構成され、且つ商取引(commercial transaction)と関連し
て、商品価値といった変動特性を持つ動的電子クーポンがここに開示される。そのような
電子クーポン、またはモバイル・デバイスのために構成されるような動的モバイル・クー
ポン（ＤＭＣ;dynamic mobile coupons）は音声及び／またはデータ・サービス提供者、
小売実体、第三者供給者、等々からモバイル・デバイスに供給される。ＤＭＣの変動特性
は受取人モバイル・デバイス、デバイスのユーザー、クーポンの出資者（sponsor）によ
って提供されるクーポン・プロフィール、等々に関係する要素に少なくとも一部基づいて
確立される。
【０００８】
　ＤＭＣの変動特性はＤＭＣを受取人デバイスに伝送する前に決定される。代りに、また
はさらに、ＤＭＣの変動特性は受取人デバイスへのＤＭＣの伝送の後で決定される。さら
に、少なくともいくつかの形態では、決定された特性は追加情況及び／または基準に基づ
いて動的に更新される。ＤＭＣの償還に関して、その特性は固定され、そして少なくとも
特性の形態は取引（transaction）に適用される。取引及びＤＭＣと関係するデータはク
ーポンを償還する小売店に適切な所で支払または償還を促進する情報センターに送られる
。従って、主題公開はモバイル環境において消費者の購買動機を生成するために豊かで柔
軟な機構を促進するＤＭＣを記述する。
【０００９】
　一つ以上の形態において、モバイル動作環境において電子クーポンを提供する方法が開
示される。その方法はＤＭＣが一つの変動クーポン特性(variable coupon characteristi
c)を持つ対象モバイル・デバイス(target mobile device)とＤＭＣを関連させることを含
む。さらに、その方法は対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況またはそのデ
バイスの／と関連するユーザー・アカウントに基づいて変動クーポン特性の初期パラメー
タを規定することを含む。いくつかの形態において、その方法はＤＭＣの値を取引に適用
すると共に情報センターと通信的に結合することを含む。
【００１０】
　いくつかの形態では、モバイル環境において電子クーポンの分配、償還、または見積り
（distribution,redemption,or valuation）を促進する装置が述べられる。その装置はＤ
ＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるクーポン・モジュールを含み、そこではＤＭ
Ｃは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。その装置は対象モバイル・デバイスに関
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係する決定可能な情況またはデバイスの／と関連するユーザー・アカウントに基づく変動
クーポン特性の初期パラメータを確立する見積りモジュールをさらに含む。その装置はま
た装置によるＤＭＣ分配を促進するために少なくともクーポン・モジュール及び見積りモ
ジュールを記憶するメモリー、及びそれらのモジュールを実行するプロセッサーを含む。
任意に、その装置はＤＭＣまたはその指示を選択されたモバイル・デバイスに送る有線及
び／または無線インタフェースを含む。
【００１１】
　一つ以上の追加の形態に従って、ＤＭＣ分配デバイスが開示される。ＤＭＣ分配デバイ
スはＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるように構成され、そこではＤＭＣが少
なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。さらに、そのデバイスは対象モバイル・デバイ
スに関係する決定可能な情況またはそのデバイスの／と関連するユーザー・アカウントに
基づいて変動クーポン特性の初期パラメータを確定するために構成された第三のモジュー
ルを含む。分配デバイスはＤＭＣの値を取引に適用すると共に情報センターと通信的に結
合するために構成された第四のモジュールを含む。
【００１２】
　さらなる形態に従って、モバイル動作環境において電子クーポンを提供するために構成
された装置が述べられる。その装置はＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させる手段
を含み、そこではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。さらに、その装置
は対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況またはそのデバイスの／と関連する
ユーザー・アカウントに基づく変動クーポン特性の初期パラメータを確定する手段を含む
。
【００１３】
　少なくとも一つの追加形態では、遠隔デバイス間の通信のためのコンピューター・プロ
グラム製品が開示される。コンピューター・プログラム製品はＤＭＣを対象モバイル・デ
バイスと関連させるために少なくとも一つのコンピューターによって実行可能な命令（in
structions）を含むコンピューター可読メディアを含み、そこではＤＭＣは少なくとも一
つの変動クーポン特性を持つ。さらに、それらの命令は対象モバイル・デバイスに関係す
る決定可能な情況またはそのデバイスの／と関連するユーザー・アカウントに基づいて変
動クーポン特性の初期パラメータを確定するために少なくとも一つのコンピューターによ
って実行可能である。
【００１４】
　一つ以上の他の形態に従って、遠隔デバイス間の通信の方法が提供される。その方法は
デバイスからデータを取得することを含む、データはＤＭＣまたはＤＭＣの指示を含み、
そして少なくとも一つの変動クーポン特性をさらに含む。さらに、その方法は変動クーポ
ン特性を確定することに、及び初期パラメータのその要素に関連するデータを収集するた
めに関連する要素を取得することを含む。
【００１５】
　追加形態では、モバイル環境において動的な電子クーポンの実施を促進する装置が開示
される。その装置は少なくとも一つの変動クーポン特性を持つＤＭＣ、そのようなＤＭＣ
及び特性の指示、及び変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少な
くとも一つの要素を取得する送受信器（tranceiver）を含む。その装置はＤＭＣまたは要
素を記憶するメモリー及び変動クーポン特性の初期パラメータを確定するのを容易にする
ために少なくとも一つの要素に関係するデータを収集する見積りエンジンをさらに含む。
【００１６】
　さらなる形態に従って、モバイル・デバイスが提供される。モバイル・デバイスは遠隔
デバイスとの有線または無線データ交換のために構成された送受信器を含む。モバイル・
デバイスはＤＭＣまたはＤＭＣの指示を取得するために構成された遠隔デバイスをさらに
含み、そこではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。更に、モバイル・デ
バイスは変動クーポンの初期パラメータを確定するのに関係する少なくとも一つの要素を
取得するために構成された第二のモジュール及び初期パラメータの確定を促進するために
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その要素に適切なデータを収集するために構成された第三のモジュールを含む。
【００１７】
　追加形態に従って、遠隔デバイスとの通信のために構成された装置が提供される。その
装置はデバイスからＤＭＣまたはＤＭＣの指示を取得する手段を含み、そこではＤＭＣは
少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。さらに、その装置は変動クーポン特性の初期
パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を取得する手段、及び初期パ
ラメータを確定するのを促進するために少なくとも一つの要素に関係するデータを収集す
る手段を含む。
【００１８】
　別の形態に従って、遠隔デバイスとの通信のために構成されるコンピューター・プログ
ラム製品が開示される。コンピューター・プログラム製品はＤＭＣまたはＤＭＣの指示を
取得するために実行可能な命令を含むコンピューター可読メディアを含み、そこではＤＭ
Ｃは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。その命令はさらに変動クーポンの初期パ
ラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を取得するために、そしてその
初期パラメータを確定するのを促進するために少なくとも一つの要素に関係するデータを
収集するために実行可能である。
【００１９】
　前述及び関連する目的の達成に対して、一つ以上の形態は以下に十分に記述され、且つ
請求項に指摘される特徴を含む。下記の記述及び付加される図は一つ以上のある例示の形
態を詳細に説明する。これらの形態は、しかしながら、様々な形態の原理が使用される様
々な方法のいくつかだけを表すものであり、そして記述される形態が全てのそのような形
態及びそれらの同等物を含むことを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】モバイル動作環境において変動値動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）を提供する
事例システム（example system）のブロック図を示す。
【図２】ＤＭＣの分配、償還、及び返済を促進するシステムのブロック図を例示する。
【図３】一つ以上の形態に従って決定情報に基づいて動的に見積りする事例システムを示
す。
【図４】一つの形態に従って、動的メディアをＤＭＣと統合し、そしてメディアに一部基
づいてＤＭＣを見積る見本システムのブロック図を例示する。
【図５】ＤＭＣに関係する情報を系統立てし、そして提示する事例ユーザー・インタフェ
ースのブロック図を示す。
【図６】形態に従って変動値ＤＭＣの同時値を決定するための事例システムのブロック図
を例示する。
【図７】さらなる形態に従ってＤＭＣの利用及び／または見積りを促進する見本モバイル
機器のブロック図を示す。
【図８】モバイル環境において変動値ＤＭＣを提供するための見本方法論のフローチャー
トを例示する。
【図９】一つの形態に従って変動値ＤＭＣを分配、見積り、及び償還するための事例方法
論のフローチャートを示す。
【図１０】モバイル環境においてＤＭＣの使用を促進するための事例方法論のフローチャ
ートを例示する。
【図１１】モバイル環境において変動値ＤＭＣの見積り及び償還を促進するための事例方
法論のフローチャートを示す。
【図１２】モバイル環境において変動値ＤＭＣの見積りをそれぞれ提供及び促進する事例
システムのブロック図を示す。
【図１３】モバイル環境において変動値ＤＭＣの見積りをそれぞれ提供及び促進する事例
システムのブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
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【００２１】
　様々な形態がここに図面を参照して記述され、ここでは同じ参照数字が同じ要素を参照
するために使用される。下記の記述では、説明の目的のために、多数の特定の詳細は一つ
以上の形態の完全な理解を行うために説明される。しかしながら、そのような形態はこれ
らの特定の詳細なしで実施できることは明らかである。他の場合には、周知の構造及びデ
バイスは一つ以上の形態を記述するのを容易にするためにブロック図形式で示される。
【００２２】
　主題開示はモバイル環境のための変動特性電子クーポンを提供する。電子クーポンは特
定のモバイル・デバイスに分配され、所定の基準（例えば、場所、時間、識別、モバイル
・デバイスに基づく事前商取引、モバイル・デバイスの機能／能力、等々）に基づいて選
択される。さらに、電子クーポンは商取引と連携してある値を提供する。特に、その値は
変動し、その意味でそれは時間のある点で未定であり、あるいは調整可能である。電子ク
ーポンの変動特性（例えば、償還値）を調整することによって、消費者はある時点におい
て、またはある情況に基づいて取引を行うために大なり小なりの動機を与えられる。
【００２３】
　前述に加えて、モバイル・クーポン（例えば、モバイル・デバイスのために構成され、
そこに分配され、それに記憶され、そして／またはそれを利用して償還される電子クーポ
ン）はデバイスに関係する情報、そのようなデバイスに保持されたユーザー・アカウント
（例えば、モバイル・クーポン・アカウント）、ユーザー「仲間リスト」にあるユーザー
との関係、等々に基づいて分配される。モバイル・デバイス （例えば、携帯（セル）電
話、スマート・フォン、ＰＤＡ、ラップトップ、多モード電話、等々）の性質は動的で、
なお一般に決定可能な特性を包含する。例えば、ユーザーはモバイル・デバイスを携行し
、モバイル・デバイスを乗り物で運ぶ、等々するので、モバイル・デバイスの場所は変化
する。場所、伝送強度、電池電力、或いはモバイル・デバイスに関連する同様な要素は変
化するので、モバイル・デバイスによって放射される信号（例えば、無線周波［ＲＦ］信
号）の強度は時間とともに同様に変動する。従って、モバイル・デバイスと通信的に結合
された無線デバイスはそのようなモバイル・デバイスに受取られ、もしくは伝送された信
号に基づいてそのようなデバイスの様々な動的な特性を決定する。
【００２４】
　モバイル・デバイスは動的な特性を包含するので、モバイル・デバイスを包含する直接
の販売はそのようなデバイスの同時間の状況に基づいて行なわれる。例えば、モバイル・
クーポンはモバイル・デバイスの場所、モバイル・デバイスの能力／機能、または日の時
間、或いはこれらの組合せまたは同様な要素に基づいてモバイル・デバイスに分配される
。モバイル・クーポンが動的な、もしくは変動クーポン特性を同様に持つこともまた認識
すべきである。いくつかの形態では、クーポンの属性はモバイル・デバイスの動的な特性
に依存する。例えば、ＤＭＣの償還値はモバイル・デバイスの場所に基づく。前述の例は
動的な特性を持つモバイル・クーポンを述べ、そして動的なモバイル・クーポン（ＤＭＣ
）の少なくとも一つの例を提供する。
【００２５】
　前述の特別な例として、ＤＭＣの償還値はモバイル・デバイスが第一の場所にあるなら
ば第一の貨幣価値を提供し、そしてモバイル・デバイスが第一の場所にない（例えば、第
一の場所の限界距離内にない）ならば第二の貨幣価値を提供する。いくつかの形態では、
 ＤＭＣの償還値はモバイル・デバイスと関連する特性とは無関係である。別の例として
、モバイル・デバイスの場所に関係なく、償還値は午前９時と正午１２時との間で第一の
貨幣価値を提供し、そして正午１２時と午後５時の間で第二の貨幣価値を提供する。第三
の例として、様々な適当な情況は償還値を決定するために組合せされる。例えば、モバイ
ル・デバイスが午前９時と正午１２時との間で第一の場所にあるならばＤＭＣは第一の貨
幣価値を提供し、他の全ての情況には第二の貨幣価値を提供する。。様々な適切ななアル
ゴリズム（例えば、ブール論理）がＤＭＣの値、または他の変動クーポン特性を確定する
ために考慮されることを認識すべきである。
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【００２６】
　モバイル・デバイスの形態変化を決定することによって、ＤＭＣはユーザー・プロフィ
ールまたはデバイス特性に基づいてそのようなデバイスに分配される。その上、モバイル
・クーポンはオーディオ及び／またはビデオ・メディア・ファイルのような電子ファイル
であるので、モバイル・クーポンは豊かな多次元メディア、グラフィック・ファイル、プ
ログラム、等々である。例えば、ＤＭＣは（シミュレーションまたは現実の）三次元でグ
ラフィック・ディスプレイ上で様々な層、アニメーション、ビデオ、オーディオ、セクシ
ョン、フォント、図、図形、等々によって表示され、且つ提示される。さらに、追加アプ
リケーションはＤＭＣと関連付けされる。例として、製品、制作者、販売者、及び／また
は小売電子メディア広告はＤＭＣと連結される。そのようなメディアは豊かで詳細なユー
ザー体験を提供するためにグラフィック・アニメーションを利用する。さらに、ＤＭＣの
特性（例えば、償還値）はビデオ広告のような、ＤＭＣに含まれる付加価値付き動機に基
づいて調整される。
【００２７】
　一つ以上の他の形態に従って、 ＤＭＣはユーザーの便宜のためにモバイル・デバイス
上に記憶され、そして整理される。ＤＭＣは提供者、製品、小売店（retail entity）と
いった、適切な印に基づいて参照される。ＤＭＣはまた同時価値の関数として分類される
。その上、望まれるならば、償還値への変更を定義する規則が表示される。いくつかの形
態では、価値または価値調整を定義する規則は隠され、或いはＤＭＣに含まれない。従っ
て、いくつかのＤＭＣは消費者に未開示の要素に基づいて償還値を調整、或いは決定する
。先に述べたように、開示はモバイル通信環境においてモバイル・クーポンを分配、見積
り、そして償還するための豊かで柔軟な環境を提示する。
【００２８】
　ここに、開示はモバイル・デバイスや、ユーザー、製造者、クーポン分配者、等の記憶
プロフィール、店舗または製品に関連する動的な商業的影響（例えば、経常在庫）、等々
に関連する動的要素に少なくとも一部基づく変動購買動機を提供することを含めて、多く
の商業利益を促進する。このように、クーポンを通して提供される動機は流動的な消費者
及び市場条件に基づいてクーポン出資者の要求に合うように動的に作成される。
【００２９】
　様々な形態が下記で述べられる。ここに教示は多種多様な形で具体化され、そしてここ
に開示された特定の構造及び機能は単に代表的であることは明白である。ここに教示に基
づいて、当業者はここに開示された形態が他の形態とは無関係に実施できること、及び二
つ以上のこれらの形態が様々な方法で組合せできることを認識するべきである。例えば、
ここに示された多数の形態を使用して装置は実施され、そして／または方法は実行される
。その上、ここに説明された一つ以上の形態に加えて、または以外に他の構造及び／また
は機能を使用して装置は実施され、そして／または方法は実行される。例として、ここに
述べた多数の方法、デバイス、システム、及び装置はモバイル通信環境において動的なモ
バイル・クーポンを供給することの文脈において述べられる。当業者は同様の技術が他の
通信環境にも同じく適用されることを認識するべきである。
【００３０】
　この開示で使用されるように、述語「構成要素（component）」、「システム」、「モ
ジュール」、等々はコンピューター関連の実体や、ハードウェア、ソフトウェア、実行中
のソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、及び／またはその任
意の組合せのいずれかを参照することを意図している。例えば、構成要素（component）
はプロセッサー上で作動する処理、プロセッサー、オブジェクト、実行ファイル（execut
able）、実行スレッド、プログラム、及び／またはコンピューターであるが、それに限定
されない。一つ以上の構成要素は処理及び／または実行スレッドの中に在駐し、そして構
成要素は一つのコンピューターに局在し、そして／または二つ以上のコンピューターの間
で分配される。さらに、これらの構成要素はその上に記憶された様々なデータ構造を持つ
様々なコンピューター可読メディアから実行する。その要素（components）は例えば一つ
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以上のデータ・パケット（例えば、局所システム、分散システムにおいて他の要素と相互
作用する一つの要素からのデータ、及び／または信号によって他のシステムとインターネ
ットのようなネットワークを介したデータ）を持つ信号によって局所的及び／または遠隔
処理によって通信する。その上、ここに述べたシステムの要素はそれに関して述べた様々
な形態、目標（goals）、利点、等を達成するのを促進するために追加要素によって再配
置され、そして／または補完され、そして当業者に理解されるように、所与の図に説明さ
れた正確な構成に制限されない。
【００３１】
　その上、ここに開示された形態に関連して述べられた様々な論理、論理的ブロック、モ
ジュール、及び回路は汎用プロセッサー、ディジタル信号プロセッサー（ＤＳＰ）、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラムマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）または他のプログラムマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個
別ハードウェア部品、またはここに述べられる機能を実行するために設計されたその任意
の適切な組合せによって実施あるいは実行される。汎用プロセッサーはマイクロプロセッ
サーであるが、これに代るものでは、プロセッサーは任意の従来のプロセッサー、コント
ローラー、マイクロコントローラー、または状態の機械である。プロセッサーはまた計算
デバイス、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサーとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サー、ＤＳＰコアと連係した一つ以上のマイクロプロセッサー、または任意の他の適当な
構成として実施される。その上、少なくとも一つのプロセッサーは、ここに述べる一つ以
上のステップ及び／または行為を実行するために動作可能な一つ以上のモジュールを含む
。
【００３２】
　さらに、様々な形態がモバイル通信デバイス（または、例えば、モバイル・デバイス）
に関連してここに述べられる。モバイル通信デバイスはまたシステム、加入者ユニット、
加入局、移動局、モバイル・デバイス、セルラー・デバイス、多モード・デバイス、遠隔
局、遠隔端末、ユーザー端末、ユーザー・エージェント、ユーザー・デバイス、またはユ
ーザー装置、等々と呼ばれる。加入局（subscriber station）はセルラー電話、コードレ
ス電話、セッション初期化プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）
局、携帯情報機器（ＰＤＡ）、無線接続能力を持つ携帯用デバイス、または処理デバイス
との無線通信を促進する無線モデムまたは同様の機構と接続された他の処理デバイスであ
る。
【００３３】
　さらに、ここに述べられる様々な形態または特徴は標準のプログラミング及び／または
技法技術を使用して方法、装置、または製造物として実施される。さらに、ここに開示さ
れた形態に関連して述べられる方法またはアルゴリズムのステップ及び／または行為はハ
ードウェアにおいて、プロセッサーによって実行されるソフトウェア・モジュールにおい
て、または二つの組合せにおいて直ちに具体化される。その上、いくつかの形態では、方
法またはアルゴリズムのステップ及び／または行為はコード及び／または命令の少なくと
も一つまたは任意の組合せまたは集合としてマシン可読メディア上に在駐し、それはコン
ピューター・プログラム製品に組込まれる。さらに、ここに使用される用語「製造物（ar
ticle of manufacture）」は任意のコンピューター可読デバイス、キャリア、またはメデ
ィアからアクセス可能なコンピューター・プログラムを含むことを意図している。例えば
、コンピューター可読メディアは磁気記憶デバイス（例えば、ハードディスク、フロッピ
ー（登録商標）・ディスク、磁気テープ、等）、光ディスク（例えば、コンパクト・ディ
スク（ＣＤ）、ディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ），スマート・カード、及びフラッシ
ュ・メモリー・デバイス（カード、スチック、ドライブ、等）を含むが、それに制限され
ない。その上、ここに述べられた様々な記憶メディアは情報を記憶するための一つ以上の
デバイス及び／または他のマシン可読メディアを表す。用語「マシン可読メディア（mach
ine-readable medium）」は無線チャネル、及び命令及び／またはデータを記憶し、含み
、且つ／または運ぶことが可能な様々な他のメディアを含むが、それに制限されない。
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【００３４】
　前述に加えて、言語「典型的な（exemplary）」は例、場合、または例示として役立つ
ことを意味するためにここに使用される。ここに「典型的」として記述された任意の形態
または設計は他の形態及び設計に関して好ましい、または有利であると必ずしも解釈され
るとは限らない。それどころか、言語「典型的」の使用は具体的方法で概念を提示するこ
とを意図している。さらに、この出願及び付加請求項に使用されるように、用語「または
（or）」は排他的「または」ではなく、包含的「または」を意味することを意図している
。即ち、別に指定されない限り、または文脈から明らかに、「ＸはＡまたはＢを使う」は
自然な包括的なあらゆる置換えを意味することを意図している。即ち、この例では、Ｘは
Ａを使ってもよく、またはＸはＢを使ってもよく、またはＸはＡとＢの両方を使ってもよ
く、従って記述「ＸはＡまたはＢを使う」は前述の場合のいずれでも満足される。さらに
、この出願及び付加請求項において使用される前置詞「一つの（ａ）」及び「一つの（ａ
ｎ）」は他で特定され、或いは単数形に指定される文脈から明らかでない限り「一つ以上
の（one or more）」を意味するように解釈される。
【００３５】
　ここに使用されるように、「推論する（infer）」または「推論（inference）」は事象
（event）及び／またはデータによって取得された一組の観測からシステム、環境、及び
／またはユーザーの状態について推理または推論する処理を一般的に云う。例えば、推論
は特定の文脈または行動を識別するために使用され、または状態にわたる確率分布を生成
する。その推論は確率的である－それはデータ及び事象の考察に基づく関心の状態にわた
る確率分布の計算である。推論はまた事象及び／またはデータの集合からより高いレベル
の事象を構成するために使用される技術をいう。そのような推論は、事象が緊密な時間的
な近接において相関しているかどうかに拘らず、及び事象及びデータが一つまたはいくつ
かの事象及びデータ源から来るか否かに拘らず、一組の観測事象及び／または記憶事象デ
ータからの新しい事象または行為をもたらす。
【００３６】
　そこで図を参照すると、図１は動的、且つ／または決定可能な基準に基づいてモバイル
・クーポンを分配し、そして見積る事例システム１００のブロック図を示す。システム１
００は有線及び／または無線データ・インタフェース（例えば、無線送受信器１１２）を
介してモバイル携帯機器１０４と連結されるクーポン・システム１０２を含む。クーポン
・システム１０２はデータ・インタフェース（１１２）を用いることによってＤＭＣを生
成し、そして／または分配する。さらに、クーポン・システム１０２はモバイル・デバイ
ス１０４に関係する決定可能な状況(determinable circumstance)に基づいてＤＭＣの変
動クーポン特性（例えば、償還値、再分配状態、マルチメディア機能）の初期パラメータ
を確定する。従って、ＤＭＣは ＤＭＣの償還値を調整し、或いはモバイル・デバイス１
０４に関係するデータに基づいて追加の値を提供することによってモバイル・デバイス１
０におあつらい向きの特別の購買動機を提供する。
【００３７】
　ここに利用されるように、ＤＭＣは電子アプリケーション、プログラム、ファイル、等
々を参照し、それは取引と連繋して経済価値のために償還され、そして決定可能な情況に
基づいて変化する少なくとも一つの特性を持つ。いくつかの形態では、ＤＭＣは外部実体
（例えば、モバイル・デバイス１０４）に伝送される備付けのアプリケーションである。
他の形態では、ＤＭＣは分配デバイス（例えば、クーポン・システム１０２）に保持され
、そしてＤＭＣを識別し、記述し、そして／または償還することに関係する情報は外部実
体（１０４）に伝送される。なお他の形態では、ＤＭＣは複製され、そして分配者（１０
２）と外部実体（１０４）の間で共有される。
【００３８】
　上で述べたように、ＤＭＣは取引と連係した経済価値を提供する。その取引は製品、サ
ービス、等々の販売、リース、賃貸、または同様な交換を含む。経済価値は期限または取
引の条件の任意の適切な修正を含む。例えば、経済価値は製品または製品類の購買価格の
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低減（例えば、パーセント割引、価格の均一な低減、最初の製品またはサービス、等々の
購入に基づく第二の製品またはサービスの割引または低減）である。別の例として、経済
価値は取引に関連する利益の拡張（例えば、保証、顧客サービス、技術サポート等）であ
る。経済価値はここに特に述べられた価値及び利益に加えて紙クーポンまたはラジオ／テ
レビ・クーポンと連携して利用される任意の適切な経済的な消費者利益を含むことを認識
すべきである。
【００３９】
　前述に加えて、ＤＭＣは動的であり、そしてそれ自体は決定可能な情況に基づいて変動
する少なくとも一つの特性を包含する。例えば、ＤＭＣの経済価値は変動する。別の例で
は、ＤＭＣの有効期限は変動する。なお他の例では、製品またはサービス、小売人、償還
の条件（例えば、時間、場所）、またはＤＭＣと関連する同様な特性、またはその組合せ
は変動する。変動特性は決定可能な情況に基づいてその後調整される初期設定（デフォル
ト）状態を持ち、或いは所定の初期設定状態を全く持たない。後者の場合には、一つ以上
の決定可能な情況に関係するデータが取得され、そして解析されるまで、特性の状態は未
定義、またはゼロである。
【００４０】
　ＤＭＣの変動クーポン特性は様々な要素を利用して見積られる。例えば、モバイル・デ
バイス１０４に関係するデータ、ＤＭＣ（１０２）の出資者／発行者に関係するデータ、
在庫量といった小売実体（例えば、小売店、オンライン・ストア、等々）に関係するデー
タ、ユーザー・アカウントに関係するデータ、他のデバイスの他のユーザー・アカウント
との相互関係（例えば、別のユーザーとの共有または推奨）、または時間などの独立要素
が決定可能な情況として利用される。そのようなデータは様々な方法で収集される。例え
ば、モバイル・デバイス１０４またはユーザー・アカウントに関係するデータはモバイル
・デバイス１０４から、或いはモバイル・デバイス１０４と無線信号（例えば、ＲＦ信号
）を交換する方法によって取得される。ＤＭＣの出資者／発行者または小売実体に関係す
るデータは一つ以上のそのような実体との通信回線によって動的に取得され、或いはデー
タは手動で入力され、或いはクーポン・システム１０２によって事前に定義され、且つ記
憶される。一旦、収集されると、データはＤＭＣと関連する一つ以上の変動クーポン特性
を見積るために利用される。
【００４１】
　ＤＭＣの変動クーポン特性（例えば、償還値、多次元機能）はそのような特性を定量化
、或いは適格化することに関係する情報を受取った後、任意の適切な時間に見積られる。
例えば、一旦、モバイル・デバイスまたはそのユーザーの識別が決定されると、一旦、モ
バイル・デバイスの場所が決定されると、一旦、日時が決定されると、或いはユーザー／
製造者／小売者／ＤＭＣプロフィールが決定されると、或いはその組合せが決定されると
、ＤＭＣの値が生成される。いくつかの形態によると、その特性はＤＭＣをモバイル・デ
バイスと関連させる前、そのような関連の後、または両方において決定される（特性の初
期パラメータは関連の前に決定され、そして初期値は後の条件に基づいて変更される）。
一つ以上のさらなる形態によると、その特性はユーザー入力に応答して生成される（例え
ば、ユーザー入力はデータの収集、データの見積り式への適用、及び／または計算値の表
示をもたらす）。別の形態では、その特性はＤＭＣの伝送またはモバイル・デバイス１０
４へのＤＭＣの指示の前、それらと同時、または後で決定／更新される。なお一つ以上の
他の形態によると、その特性はクーポンの償還の前または間の適当な点において更新され
る。更新された特性は決定可能な情況、所定の時間または系列、及び／またはユーザー入
力に基づく。従って、ＤＭＣは様々な消費者購入動機を提供し、そして条件の変化に基づ
いて動的に更新される非常に柔軟で豊かな実体である。
【００４２】
　ＤＭＣの変動特性は特性の更なる変動を防ぐために固定されることを認識すべきである
。例えば、変動クーポン特性（例えば、製品割引、償還値）の初期パラメータ（例えば、
定量的量）は特定のデバイス／ユーザー（１０４）についてＤＭＣを生成し、ＤＭＣをデ
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バイス／ユーザー（１０４）と関連させ、ＤＭＣまたはその指示をモバイル・デバイス１
０４におけるユーザー入力、償還、またはＤＭＣを別のデバイス／ユーザーと共有／取引
すること、或いはその適当な組合せに基づいて確定される。いくつかの形態では、上で論
じたように、変動特性は初期パラメータが確定された後、 一つ以上の決定可能な情況の
変化に基づいて変動し続ける。他の形態では、変動特性は初期パラメータに基づいて固定
され、そしてさらには変動しない。代りに、またはさらに、変動特性はクーポン製造者に
よって提供される一組の情況に基づいて、モバイル・デバイス１０４におけるユーザー入
力に基づいて、または両者の組合せに基づいてさらに調整を受ける。一つの特別な例とし
て、ＤＭＣがデバイス／ユーザー（１０４）と関連されるとき、変動クーポン特性の初期
パラメータが決定された情況（小売販売店に関するモバイル・デバイスの場所、及びデバ
イスが受取り、償還し、共有し、見てきた、等々の小売販売店に関係する前のＤＭＣの番
号（number））に基づいて確定される。それ以降、クーポン特性は償還まで固定される。
償還で、追加の情況が決定され、そしてクーポン特性は適切であるとして調整される。ど
のような情況下で確定／調整が発生するかということと同様に、初期パラメータが決定さ
れるとき、及びれが調整されるときの様々な他の適当な例が存在するということを認識す
べきである。従って、主題開示はここに挙げた特定の例に制限されない。
【００４３】
　前述に加えて、クーポン・システム１０２はＤＭＣの分配のために特定のモバイル・デ
バイス１０４を選択するフィルター・モジュール１０６を含む。選択はモバイル・デバイ
ス１０４と関連する基準に基づく。例えば、モバイル・デバイス１０４の場所はそのよう
なデバイス（１０４）にＤＭＣを生成させるかどうかを決定する際に利用される。その上
、時間、モバイル・デバイスのＩＤ（例えば、加入者識別モジュール、モバイル呼出番号
、等々）、モバイル・デバイスのユーザーの識別、前の取引経歴、前のクーポン経歴、ユ
ーザー・プロフィール、他のユーザー・アカウントとの共有／取引モバイル・クーポン、
特定のＤＭＣに関連するＤＭＣプロフィール、製造者プロフィール、クーポン分配実体（
１０２）に関連するプロフィール、小売人プロフィール、或いはその、または同様の要素
の組合せがモバイル・デバイス１０４のＤＭＣを生成すべきかどうかを決定するために利
用される。モバイル・デバイスを選択するための基準はクーポン・システム１０２に記憶
される。その上、そのような基準はＤＭＣの出資者（示されない）によって提供される。
従って、出資者は出資者によって識別された基準を満たすそれらのデバイス（１０４）に
のみＤＭＣを提供する。
【００４４】
　クーポン・システム１０２はまたＤＭＣの変動クーポン特性の初期パラメータを確定す
る見積りモジュール１０８を含む。一つ以上の開示の特定の形態によると、初期パラメー
タはモバイル・デバイス１０４に関係する決定可能な情況に基づく。他の形態では、初期
パラメータはＤＭＣの出資者によって確定された一般的な情況に基づく。決定可能な情況
はモバイル・デバイス１０４を選択するためにフィルター要素１０６によって利用される
データの部分集合であり、或いはモバイル・デバイス１０４に関係する追加データ（例え
ば、モバイル買物経歴、ＤＭＣ利用経歴、デバイス間共有といった再分配情報、等々とい
ったユーザー・プロフィール経歴(profile history)における情報）を含む。見積りモジ
ュール１０８は決定可能な情況に関係するデータを収集し、データを所定の式に適用し、
そしてＤＭＣ変動クーポン特性の初期パラメータを確定する。データはクーポン・システ
ム１０２においてモバイル・デバイス１０４、またはクーポン・システム１０２（例えば
、末端サーバー、データ・ファーム、等々）と関連するネットワーク要素（示されれない
）、等々から収集される。
【００４５】
　従って、見積りモジュール１０８はまた一つ以上の決定可能な情況と関連するデータを
収集し続け、そして確定された初期パラメータを更新する。例えば、モバイル・デバイス
１０４の場所は（例えば、モバイル・デバイスによって、または関連するモバイル・ネッ
トワークによって）監視され、そして確定されたパラメータは場所に基づいて定期的に更
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新される。別の例として、その値はＤＭＣと関連する製造者または小売実体によって提供
される条件に基づいて更新される。さらに特別な例として、ＤＭＣが昼食事（lunch oper
ation）の間に（例えば、所定の時間範囲において）買戻されるならば、レストランは第
一の割引値を提示し、そしてＤＭＣが夕食事（dinner operation）の間に（例えば、所定
の時間範囲において）買戻されるならば、レストランは第二の割引値を提示する。従って
、見積りモジュール１０８は日時及びレストランの昼食時間及び夕食時間に基づいてＤＭ
Ｃの同時値を更新する。ＤＭＣの値を確定するために利用される任意の適切な情況はまた
、ここに述べたように、それに続く時点において（例えば、償還に関して）ＤＭＣの値を
更新するために利用される。
【００４６】
　クーポン・システム１０２はまた償還モジュール１１０を含む。償還モジュール１１０
は（例えば、見積りモジュール１０８によって確定された）ＤＭＣの値の取引への適用を
容易にするために情報センターに連結される。例えば、モバイル・デバイス１０４がＤＭ
Ｃによって識別された取引（例えば、ファースト・フード・レストランのハンバーガーの
購入）と連動してＤＭＣを償還するならば、見積りモジュール１０８によって確定された
値は取引に適用される。ＤＭＣモバイル・デバイス、ＤＭＣを償還する小売実体、包含さ
れる製品／サービス、及び／または ＤＭＣを介して提供された値の識別を含む取引の結
果は償還モジュール１１０によって（例えば、取引を促進する小売実体から）受取られる
。償還モジュール１１０はそこでＤＭＣの期限及び条件が取引において正確に反映される
（例えば、確定された値が取引に適切に提供される）ことを決定するために検査を行う。
その取引が適切であるならば、償還モジュール１１０はそこでＤＭＣに関係する情報を情
報センターに送る。情報センターはＤＭＣの期限及び条件の遵守の追加検査を行うこと、
確定された値を取引に適用するために小売実体を補償すること、等々を含めて、様々な仲
介機能を実行する。先に述べたように、システム１００はモバイル・デバイスに関連する
同時及び決定可能な情報に少なくとも一部基づいて消費者指向の市場取引を促進するため
に、モバイル環境において柔軟な電子クーポンを提供する。
【００４７】
　図２は要求主題の形態に従ってＤＭＣを分配し、且つ償還する事例システム２００を例
示する。システム２００はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の分配のために所望
モバイル・デバイス２０４を識別するクーポン・システム２０２を含む。クーポン・シス
テム２０２はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を出資する製造者２０６によって
確定された様々な基準に基づいてモバイル・デバイス２０４を選択する。そのような選択
基準の例はモバイル・デバイス２０４の場所または識別、日時、モバイル・デバイス２０
４の小売人への近さ、或いはこれらの、または類似の要素の組合せを含む。
【００４８】
　一旦、モバイル・デバイス２０４が選択されると、クーポン分配者２０８は製造者２０
６によって提供されたＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を生成し、そしてＤＭＣ
をモバイル・デバイス２０４と関連させる。クーポン分配者２０８はそこでＤＭＣ（２１
２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）をクーポン・システム２０２へ送る。クーポン・システム２
０２はそこでＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）、またはＤＭＣ（２１２Ａ、２１
２Ｂ、２１２Ｃ）を識別、且つ／または記述するメッセージ（例えば、短メッセージ・サ
ービス（ＳＭＳ）、電子メール・メッセージ、テキスト・メッセージ、特別（ad-hoc）無
線データ交換、等々）をモバイル・デバイス２０４へ分配する。ＤＭＣ（２１２Ａ、２１
２Ｂ、２１２Ｃ）は償還値のように、モバイル・デバイス２０４及び／またはシステム２
００（例えば、製造者２０６、小売人２１０）の他の構成要素と関連する決定可能な情況
によって見積られた変動クーポン特性を持つ。クーポン分配者２０８はモバイル基地局、
無線ノード、 ＤＭＣを手動でアップロードされる据付式無線デバイス、または任意の他
の適当な無線通信デバイスを含む。
【００４９】
　変動クーポン特性の決定はネットワーク構成要素（例えば、クーポン・システム２０３
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、クーポン分配者、等）において、またはモバイル・デバイス２０４において、或いは両
者の組合せで行われる。例えば、ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）は変動クーポ
ン特性のパラメータを確定するためにモバイル・デバイス２０４に指令する命令（例えば
、実行可能なモジュール）、及びそれを行うための規則を含む。他の形態では、モバイル
・デバイス２０４はまたＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）によって指定された情
報をこの値（例えば、モバイル・デバイス２０４のＧＰＳ場所）を決定するのに関係する
クーポン・システム２０２へ提供する。いくつかの形態では、モバイル・デバイス２０４
がクーポン・システム２０２から（例えば、無線回線を確定することができないために）
変動クーポン特性または初期パラメータ値を取得することができないならば、ＤＭＣ（２
１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）内に含まれる実行可能モジュールはモバイル・デバイス２
０４においてその値を計算するために利用される。
【００５０】
　その決定は、上で述べたように、様々な適切な時に行われる。例えば、モバイル・デバ
イス２０４がクーポン・システム２０２によって最初に選択されるとき、ＤＭＣ（２１２
Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）、またはその指示がユーザー入力（例えば、ＤＭＣを推奨し、
その場（ad-hoc）のデータ交換を介してＤＭＣを別のモバイル・デバイスに送り、または
ネットワークを利用する）の結果として、第三者の活動（「仲間リスト」会員がＤＭＣを
取得、推奨、償還、または何らかの方法でやり取りする）に基づいて、モバイル・デバイ
ス２０４に関連する決定可能な情況における限界変化に、または償還に、またはその組合
せに基づいて、モバイル携帯電話２０４がＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を受
取った後、所定の時点でモバイル携帯電話２０４に伝送される。従って、そのような形態
にでは、初期パラメータはＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の償還までに（例え
ば、製造者２０６に提供される規則に従って）調整される。
【００５１】
　前に示したように、ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）は図２の実線矢印によっ
て示したようにシステム２００の様々な構成要素に送られる。ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２
Ｂ、２１２Ｃ）は最初にＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の製造者または出資者
２０６によって生成される。この段階で、ＤＭＣ ２１２Ａはモバイル・デバイス２０４
へのＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の分配に関係する規則のリストを含む。規
則はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の変動クーポン特性を識別し、それらの特
性を見積りする方法、及びＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を償還するための期
限または条件を決定するモバイル・デバイス（２０４）の選択を指定する。
【００５２】
　ＤＭＣ ２１２Ａはクーポン分配者２０８によって受取られる。クーポン分配者２０８
はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）をパッケージ化するために電子ファイルを生
成する。例えば、電子ファイルはＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の製品、値、
償還情報、変動クーポン特性、またはそのような特性を見積り／更新するための規則、等
々に関係する表示及び／または使用するのを容易にする。電子ファイルはモバイル・デバ
イス２０４からのフィードバックに基づく様々なフォーマット（例えば、ｐｄｆフォーマ
ット、ワープロ・フォーマット、スプレッドシート・フォーマット等）がある。
【００５３】
　一旦、ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の電子パッケージが生成され、そして
モバイル・デバイス２０４が選択されると、ＤＭＣ ２１２Ｂはクーポン・システム２０
２へ送られる。クーポン・システム２０２は、先に述べたように、ＤＭＣ ２１２Ｃをモ
バイル・デバイス２０４へ伝送する際にＤＭＣ ２１２Ｃの動的形態の値（例えば、初期
値、または固定値）を確定する。代りに、クーポン・システム２０２はそのような時間に
未定義の動的形態の状態にしておく。モバイル・デバイス２０４において受取られるＤＭ
Ｃ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の種類（version）はＤＭＣ ２１２Ｃによって指示
される。
【００５４】



(21) JP 2013-229030 A 2013.11.7

10

20

30

40

50

　図２の点線はシステム２００の構成要素の間で伝送されるデータを示す。そのようなデ
ータはクーポン・システム２０２へ送られ、そしてモバイル・デバイス２０４との無線回
線を維持することに関係する情報、デバイス（２０４）の場所及び識別情報、デバイス（
２０４）のファイル互換性またはオペレーティング・システム情報または同様な情報を含
む。適切なＤＭＣ ２１２Ｂを生成及び／またはパッケージ化することに関係するデータ
はクーポン・システム２０２からクーポン分配者２０８に送られる。随意に、データはＤ
ＭＣがモバイル・デバイス２０４に分配されていたことを指示する製造者２０６に提供さ
れる。
【００５５】
　モバイル携帯電話２０４はＤＭＣ ２１２Ｃで識別される小売人２１０における取引と
連係してＤＭＣ ２１２Ｃを利用する。小売人２１０はＤＭＣ ２１２Ｃで識別された製品
またはサービスを提供する有形（physical）または仮想（例えば、オンライン・インター
ネット・ベンダー）の任意の適当な店である。モバイル携帯電話２０４はＤＭＣ ２１２
Ｃ、またはＤＭＣ ２１２Ｃの唯一のＩＤ、等を適当な取引と連係して小売人２１０に伝
送する。小売人２１０は仲介、認証、及び／または償還のために取引情報を情報センター
２１４に送る。
【００５６】
　情報センター２１４はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）の請求（billing）及
び仲介を提供する任意の適当なネットワーク化実体である。特に、情報センター２１４は
ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を包含する小売人２１０から取引に関係する情
報を取得する。情報センター２１４はＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）が有効か
どうか、ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）を取引に適用することが有効かどうか
、ＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）が取引に適切に適用されるどうか、等々を決
定する。取引に関係する情報がＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ）に関する仕様に
合致するならば、情報センター２１４は取引及びＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２Ｃ
）を識別するデータを送る。製造者２０６はそこでＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ、２１２
Ｃ）の返済を情報センター２１４へ行い、それはそのような返済の少なくとも一部を小売
人に送る。従って、システム２００はモバイル環境においてＤＭＣ（２１２Ａ、２１２Ｂ
、２１２Ｃ）を実施すると共に様々な実体を生成、分配、償還、そして補償する一つのシ
ステム例を提供する。
【００５７】
　図３は一つ以上の形態に従って決定された情報に基づいてＤＭＣを動的に見積る事例シ
ステム３００を例示する。ここに述べたように、システム３００はＤＭＣについてモバイ
ル・デバイス３０４を選択し、ＤＭＣの変動特性の初期パラメータまたは値を決定し、そ
してＤＭＣの償還を容易にする。クーポン・システム３０２はネットワーク（例えば、イ
ンターネット上のサーバー、モバイル・ネットワークの構成要素など）上にて含まれ、モ
バイル・デバイスの中に、ネットワーク及びモバイル・デバイス３０４に亘って、或いは
ネットワーク及びモバイル・デバイス３０４から分離して含まれることを認識すべきであ
る。従って、クーポン・システム３０２の選択、ＤＭＣ生成、見積り、及び償還機能はシ
ステム３００のそのような一つの構成要素に制限されるべきでない。
【００５８】
　いくつかの形態によると、システム３００はユーザー・プロフィール、ベンダー・プロ
フィール、ＤＭＣプロフィールまたは小売人プロフィール、またはその組合せに関係する
情報を記憶する取引データベース３０６を含む。ユーザー・プロフィールはＤＭＣに連繋
して（例えば、所望の出資者、所望の小売人、ＤＭＣのどちらの形式及び／またはどんな
形式がモバイル・デバイス３０４で受入れられるか、等々を示す）ユーザーの好みを提供
する。ユーザー・プロフィールはまた受取られ、取消され、償還され、モバイル・デバイ
ス３０４に記憶された、等々の前ＤＭＣを含めて、モバイル・デバイス３０４のユーザー
と関連する前取引経歴を含む。ユーザー・プロフィールはまた前ＤＭＣ取引経歴、モバイ
ル買物経歴、またはＤＭＣに関係する共有及び社会的ネットワーク経歴を示す。いくつか
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の形態では、ユーザー・プロフィールは（例えば、ＤＭＣと関連するどんなマルチメディ
ア特性が活性化されかを決定するために）モバイル・デバイス３０４の特徴情報を含む。
ユーザー・プロフィールに含まれる情報はＤＭＣ分配の対象デバイスとしてモバイル・デ
バイス（２０４）を選択し、且つ／またはＤＭＣ変動クーポン特性のパラメータ（例えば
、償還値を設定する）、またはＤＭＣの他の変動クーポン特性（例えば、再分配及び共有
規則、モバイル・デバイス中に纏められたマルチメディア特徴）を決定するために、少な
くとも一部、利用される。
【００５９】
　いくつかの形態によると、システム３００は情報を取出し、そして取引データベース３
０６を更新するために様々なシステム構成要素（３０２、３０４）と相互作用するデータ
検索モジュール（data mining module）３１０を含む。例えば、データ検索モジュール３
１０はモバイル・デバイス３０４と相互作用し、そしてユーザー取引経歴、保存ＤＭＣ、
好みのＤＭＣ、モバイル・デバイス３０４のユーザー・インタフェース上で見られるＤＭ
Ｃ、モバイル・デバイス３０４で行われるＤＭＣ広告、等々に関係する情報を取得する。
そのような情報は取引データベース３０６へ送られ、そしてユーザー（３０４）のプロフ
ィール、ＤＭＣプロフィール、ベンダー・プロフィール、製造者プロフィール、分配者プ
ロフィール、及び／または ＤＭＣと関連する小売人プロフィールに加えられる。同様の
方式で、データ検索モジュール３１０はベンダー、小売人、または分配者実体と、或いは
クーポン・システム３０２（そのようなシステム３０３の部分要素を含む）と相互作用し
、そして取引データベース３０６で適切なプロフィールを生成／更新する。従って、取引
データベース３０６に記憶される情報はデータ検索モジュール３１０によって抽出された
データに基づいて連続して更新される。
【００６０】
　いくつかの形態に従って、取引データベース３０６の中に含まれるベンダー・プロフィ
ールはＤＭＣの出資者（例えば、製品製造者）によって指定された、 ＤＭＣを生成し、
見積り、分配し、そして／または償還するための様々な規則を提供する。そのような情報
はＤＭＣを分配することに連係して、ＤＭＣの値を決定すること、及び／またはＤＭＣの
他の動的形態に連係してシステム３００によって利用されるであろう。小売人プロフィー
ルはまた取引データベース３０６の中に含まれる。小売人プロフィールはＤＭＣにおいて
識別された製品、特別な小売り場所におけるそのような製品／サービスの有用性、ＤＭＣ
取引における小売り場所の関与、及び小売人によって課される追加の期限または条件に関
係する情報を含む。例えば、小売人プロフィールはどちらの場所がＤＭＣ、ＤＭＣに適用
できる現在の製品 / サービス有用性、営業の時間、償還の時間、ＤＭＣの値または他の
提供利益を決定することに関係するあらゆる要素、等々を守るであろうことを示す。前述
に加えて、取引データベース３０６は出資者によって提供された各ＤＭＣまたはＤＭＣの
形式に関係する特定の情報を含むＤＭＣプロフィールを含む。ＤＭＣプロフィールはＤＭ
Ｃの中に含まれる特定の動機（例えば、製品広告、図４参照、以下に）、及びＤＭＣの変
動クーポン特性がそのような動機による影響を受けるかを示す。ＤＭＣプロフィールは特
定の製品またはサービスに特有であり、製造者に特定であり、小売人に特定であり、モバ
イル・デバイスの形式、またはその組合せに特定である。
【００６１】
　前述の特別の例として、様々なプロフィールがＤＭＣに影響を及ぼす取引データベース
３０６に含まれる。最初の例として、ユーザーＡのプロフィールはユーザーＡが特にピザ
・レストランまたはピザに関係するＤＭＣのみに興味があることを示すであろう。このよ
うに、システム３００は非ピザ関連のＤＭＣを分配しているとき、ユーザーＡと関連する
モバイル・デバイス３０４を無視する。製造者Ｘのプロフィールは小売り場所へのモバイ
ル・デバイス３０４の近さに依存し、及び日時に基づいて変動償還値を持つことを指定す
る。その上、製造者ＸのプロフィールはＤＭＣが毎日一度生成されるべきこと、そして製
造者Ｘの全てＤＭＣがモバイル・デバイス３０４への分配の３０日以内に満期になること
を示す。従って、システム３００は一日（例えば、暦日）当たり製造者Ｘのために一つの
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ＤＭＣを生成し、受取人モバイル・デバイス（３０４）の場所及び日時に基づいて各製造
者ＸのＤＭＣを設定、且つ調整し、そして受取人モバイル・デバイス（３０４）への分配
から３０日をそのようなＤＭＣの有効期限に設定する。同様に、小売人またはＤＭＣプロ
フィールの中に含まれる同様の情報はＤＭＣの期限、条件、及び変動クーポン特性に統合
される。
【００６２】
　システム３００は取引データベース３０６に含まれる情報を見積りすることを学習する
マシンを用い、そしてＤＭＣに関係する戦略的決定を行う学習エンジン３０８をさらに含
む。一つの形態では、学習エンジン３０８は（例えば、過去のＤＭＣ利用経歴、モバイル
買物経歴、等に基づいて）どのようなＤＭＣが特定のモバイル・デバイス３０４と関連さ
せるために最も適切であるか、またはそうかどうかを決定するためにユーザー・プロフィ
ール情報を用いる。別の形態では、学習エンジンはモバイル・デバイス３０４と関連する
決定可能な情況を見積りし、且つ変動クーポン特性の初期パラメータ（例えば、償還値、
適用可能なメディアの特徴）を確定するためにそのような情報を用いる。学習エンジン３
０８によって利用される情報は（例えば、ＤＭＣが最も償還されやすい３０分の時間期間
内に特定のＤＭＣだけを分配する）決定を行うために（例えば、ＤＭＣ出資者または分配
者によって提供される）少なくとも一つのＤＭＣ分配または見積り規則に関して参照され
る。
【００６３】
　学習エンジン３０８によって利用される情報はモバイル・デバイス３０４、ＤＭＣ、Ｄ
ＭＣ出資者、小売人、等々に関係する任意の適切な情報を含む。即ち、そのような情報は
時間、モバイル・デバイス場所、分配デバイス場所及び／または小売店場所、ユーザー取
引またはクーポン経歴、頻回（frequent）ユーザー・クーポン・ポイント、小売人プロフ
ィール情報、ＤＭＣプロフィール情報、等々を含む。一つの例では、学習エンジン３０８
はＤＭＣを分配するかどうか／モバイル・デバイス３０４と関連させるかどうかを決定す
るためにユーザー・モバイル買物経歴及びＤＭＣ利用経歴を利用し、そしてそのような分
配／関連付けの前に変動クーポン特性の初期パラメータを決定する。データは取引データ
ベース３０６で更新されるので、学習エンジン３０８は変動特性の状態を更新するために
情報を再見積りするということを認識すべきである。特別な例として、 ＤＭＣが償還を
提示されるならば、取引モジュールは償還の時間にＤＭＣの最終償還値を確定するために
関係するプロフィールまたは経歴情報にアクセスする。
【００６４】
　戦略的決定を行うために、学習エンジン３０８は取引データベース３０６に含まれる情
報と、ＤＭＣを分配し、且つ／または見積りするための規則との間の関係を決定すること
に関連する一組のモデル（例えば、ユーザー嗜好モデル、クーポン出資者モデル、利用／
共有経歴モデル、等）を利用する。そのモデルは複数の情報（例えば、ユーザー／製造者
ＤＭＣ分配フラグ、過去のユーザーＤＭＣ活動の頻度、一つ以上のＤＭＣに関係するユー
ザー・フィードバック、製品／サービスの小売り有用性、一般的なモバイル買物経歴また
は好み、モバイル・デバイス３０４の場所、モバイル・デバイス３０４の場所とＤＭＣ分
配デバイス及び／または小売り実体との間の距離、等々）に基づく。学習エンジン３０８
と関連する最適化ルーチンは前に収集されたデータから訓練されるモデル、モデル混合ま
たはデータ混合方法論によって、新しいデータによって更新される先行モデルに基づくモ
デル、または種（seed）データによって訓練され、その後、ユーザー関心ベクトル６０４
によって提供された実際のフィールド・データで訓練されることによって実時間で調整さ
れるモデルを単純に利用する。
【００６５】
　その上、学習エンジン３０８は最適化決定等に関して決定または推論を行うことに関連
して学習及び推論技術を用いる。例えば、学習エンジン３０８はモバイル・デバイス３０
４に関係するデータ構造またはデータ構成を修正または更新すること、またはそこから結
論を引出すことに関連して確率に基づく、或いは統計に基づく方法を用いる。その推論は
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学習エンジン３０８を用いる前に分類器（示されない）の明確な訓練、或いは少なくとも
手動入力等に基づく暗黙の訓練に一部基づく。例えば、最適化に使用されるデータまたは
方針は特定のデータベースから、または（例えば、データ検索モジュール３１０から取得
された）様々な形式のデータベースの共同体（示されない）、様々なアプリケーション及
び／またはオペレーティング・システムから取得される。
【００６６】
　学習エンジン３０８はまたここに述べた様々な形態の実施にしたがってデータから学習
し、そしてそのように構築されたモデル（例えば、隠れマルコフ・モデル（ＨＭＭ）及び
関連する原型依存モデル、例えば、ベイズ・モデルのスコアまたは近似を使用して一つ以
上の構造探索によって作り出された、ベイズ・ネットワークのような、さらに一般的な確
率グラフ・モデル、支持ベクトル・マシン（support vector machines：ＳＶＭ）のよう
な線形分類器、「ニューラル・ネットワーク」方法と云われる方法、ファジー論理方法、
及びデータ融合を実行する他の方法といった非線形分類器、等）からそこで推論を引出す
。制限しない例として、分類器はＤＭＣにおいて識別された特定の製品またはサービスの
ユーザー・プロフィール採択とそのような製品またはサービスの小売り実体の有用性（及
び、例えば、モバイル・デバイスから小売り実体までの距離）との間の関係、或いはここ
に述べた他の例によって訓練される。データは取引データベース３０６において更新され
、或いはモバイル・デバイス３０４、ＤＭＣ、ＤＭＣ供給者、または小売り実体等は識別
されるのので、分類器は再訓練される。例えば、ユーザー・プロフィール／モバイル・デ
バイス３０４に関連するＤＭＣが償還されるとき、データ検索モジュール３１０は取引デ
ータベースを償還情報（例えば、ＩＤ、製品／サービス、取引に適用された値、等）によ
って更新し、そして学習エンジン３０８は学習エンジン３０８によって提供された推論及
び結果に変更を生成するために一つ以上の分類器を実行する。
【００６７】
　学習エンジン３０８によって用いられる方法はまた定理教訓（theorem proverbs）また
はさらに発見的規則に基づくエキスパート・システムのような論理関係の取得のための機
構を含む。そのような学習または手動構築モデルから得られた推論はいくつかの目的関数
を最大化しようと試みる線形及び非線形プログラミングといった最適化手法において用い
られる。例えば、そのようなデータを分解し、且つそれに関連する潜在ユーザーを識別す
るためにユーザー関心ベクトル（user interest vector）６０４のデータを操作すること
はユーザー入力ベクトル６０４との繰返し相互作用、特定の主題活動が発生する普通の時
間、特定の主題活動が発生する普通の通信、特定の主題活動が発生する普通のデータ・パ
ケット、及び／またはデータ構成最適化に適切な同様な要素に基づく。
【００６８】
　それにより、学習エンジン３０８は取引データベース３０６に記憶されたプロフィール
情報へのインタフェースとして役立つ。従って、システム３００はＤＭＣの動的な形態に
関する現在の、且つ正確な値を生成するためにモバイル・デバイス３０４、ＤＭＣのベン
ダーまたは小売人、等々に関係する情報を連続して決定し、そして記憶する。このように
、いくつかの形態によると、システム３００は償還に際してＤＭＣの都合のよい見積りを
提供する。
【００６９】
　図４は動的メディアを統合し、或いはＤＭＣ ４１０によって動的メディアを束ね、そ
してそのメディアに一部基づいてＤＭＣ ４１０を見積る見本システム４００のブロック
図を例示する。システム４００はここに述べたようにＤＭＣ ４１０の償還を生成、分配
、見積り、且つ／または促進するクーポン・システム４０２を含む。さらに、クーポン・
システム４０２はＤＭＣ ４１０の出資者（示されない）によって確定された様々な基準
に基づいてＤＭＣ ４１０と関連するためにモバイル・デバイス４０４を選択する。その
上、システム４００はＤＭＣ ４１０によってメディア（４０８）を取得し、そして組込
む。そのようなメディア（４０８）は広告、製品または製造者情報、 ＤＭＣ分配者情報
、等々を含む。メディア（４０８）はモバイル・デバイス４０４のユーザー・インタフェ
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ース４１２上で使用されるモバイル・デバイス・アプリケーションにパッケージ化される
。いくつかの形態では、ＤＭＣ ４１０の変動クーポン特性の状態（例えば、償還値）は
メディア（４０８）がモバイル・デバイス４０４で使用されるかどうかに一部基づく。代
りに、またはさらに、変動クーポン特性の見積りはメディア（４０８）が消費されること
を示すためにそのデバイスを用いる（例えば、印刷広告のバー・コードを走査する）こと
、或いは（例えば、一般のユーザー名／ログオンＩＤを介して）モバイル・デバイスまた
はそのようなデバイスのユーザーと関連する別のデバイス上のメディア（例えば、コンピ
ューター上で見られる電子透かしを含むインターネット広告またはストリーミング・オー
ディオ広告）を使用することに一部基づく。このように、追加動機は広告を見ることに関
連して消費者に提供され、そしてさらに大規模に、ＤＭＣ分配は広告主及び製品販売に有
益なプラットホームを提供する。
【００７０】
　システム４００はメディア統合モジュール４０６を含む。メディア統合モジュール４０
６は様々なメディア情報（４０８）、電子ファイル（４０８）、及び／または視聴覚（au
dio-visual）プログラム等を記憶する。そのようなメディア（４０８）は広告、製品／サ
ービス説明、製造者、小売人または分配人情報、または第三者情報、またはその組合せ或
いは同様な情報を含む。情報（４０８）は殆ど関係無く関係する（例えば、一般の製造者
の他の製品に関係する）、或いはＤＭＣ ４１０に関係のない（例えば、関係のない出資
者によって提供される）モバイル・デバイス４０４へ分配されるＤＭＣに関係する。
【００７１】
　前述に加えて、メディア統合モジュール４０６はＤＭＣ ４１０内のメディア４０８を
統合し、或いはモバイル・デバイス４０４と関連するＤＭＣ ４１０とメディアを束ねる
。さらに、メディア統合モジュール４０６はＤＭＣ（または、例えば、ＤＭＣの指示）と
メディアをモバイル・デバイス・アプリケーションにパッケージ化し、そしてそのアプリ
ケーションをモバイル・デバイス４０４へ伝送する。従って、モバイル・デバイス４０４
のユーザー・インタフェース４１２においてＤＭＣ ４１０にアクセスすることによって
、同期されたメディア（４０８）に関係する情報が提示され、或いは使用される。ユーザ
ーはそこでモバイル・デバイス４０４上でそれを見るためにメディア４０８を選択する。
いくつかの形態では、ＤＭＣが受取られ、或いは選択される、等々のとき、メディア４０
８はモバイル・デバイス４０４上で自動的に再生される。
【００７２】
　少なくとも一つの形態によると、特定のモバイル・アプリケーションはＤＭＣ／メディ
アの特徴の豊富さを強調するために様々な多次元機能を提供するＤＭＣ／メディアをパッ
ケージ化するために利用される。例えば、モバイル・デバイス・アプリケーションは対象
モバイル・デバイス（４０４）のオーディオ、ビジュアル、嗅覚、（例えば、味の感覚（
sense of taste）と関係する）味覚（gustatory）または触覚の機能を利用するために構
成される。そのような機能はモバイル・デバイス４０４に記憶されたユーザー・プロフィ
ール情報、モバイル・デバイス上、ネットワーク取引データベース（示されてないが、図
３参照、上記）上に位置するＤＭＣアプリケーション、等々から取得される。例えば、そ
のような機能はＤＭＣと、或いはメディアに束ねられた広告（例えば、第三者広告、製造
者広告、小売人広告等）と関連する製品またはサービスの特性を拡大させるために用いら
れる。
【００７３】
　前述の一例として、モバイル・デバイス４０４は触覚フィードバックを提供する触覚感
覚特徴（例えば、振動デバイス、触覚ディスプレイ）を含む。触覚感覚特徴は触覚情報を
モバイル・デバイスのユーザーへ伝達するために製品関連のアプリケーションによって用
いられる。例えば、レース用自動車エンジンのオーディオ／ビデオ・メディア４０８は強
力なエンジン・モータによって引起こされる振動の代表的な「感触（feel）」をユーザー
に与えるために振動デバイスまたは触覚ディスプレイを用いる触覚アプリケーションと連
結されるであろう。高性能モーター・オイル製品と関連するＤＭＣはオーディオ／ビジュ



(26) JP 2013-229030 A 2013.11.7

10

20

30

40

50

アル／触覚メディア４０８とともに束ねられ、それは製品の広告として役立つ。前述はＤ
ＭＣに関連する製品またはサービスの形態を増大させるために利用されるモバイル・デバ
イス４０４の感覚機能（例えば、グラフィック・ディスプレイ、オーディオ・コントロー
ラー及びスピーカー、振動デバイス、触覚ディスプレイ、香り再生器）の一例に過ぎない
。当分野で既知の、或いはここに提供された文脈により当業者に既知となったデバイス感
覚特徴（例えば、オーディオ、視覚、触覚、嗅覚、味覚、等）の他の例は主題開示に含ま
れる。いくつかの例は香水または香り製品（例えば、石けん、空気清浄器）に関係するメ
ディア（４０８）を拡大させるために嗅覚特徴（例えば、香りスプレー、または排出器と
結合した組込済み香水）を用いることを含む。別の例は大騒ぎの群集と一致するデバイス
振動と「空気中の」バター付きポップコーンで結合された、大リーグ野球ワールド・シリ
ーズのオーディオ／ビデオ表示のような、感覚特徴の組合せを用いるメディア（４０８）
を含む。
【００７４】
　さらなる形態によると、メディア統合システム４０６及び／またはクーポン・システム
４０２はメディア４０８に基づくＤＭＣの変動特性（例えば、償還値）に影響を及ぼす。
一つの特別な例によると、メディア４０８がモバイル・デバイス４０４によって使用され
るならば、ＤＭＣ ４１０の償還値は調整される（例えば、増加する）。この目的のため
に、ＤＭＣ ４１０はメディア４０８に関係する情報を記録する。特に、メディアが一旦
モバイル・デバイスのユーザー・インタフェース上に提示されると、ＤＭＣ ４１０はフ
ラグ、または同様な指標（indicator）を設定する。フラグまたは指標はそこでクーポン
・システム４０２に提示され、そしてクーポン・システム４０２はそれに従ってＤＭＣ 
４１０の動的な値を調整する。このように、ＤＭＣ ４１０を償還する際、追加値が取引
と連繋して提供される。従って、モバイル・デバイス４０４のユーザーはメディア（例え
ば、広告） を見る動機を提示され、そしてメディアの出資者はメディア４０８が見られ
たといういくつかの指示を提示される。
【００７５】
　別の形態では、メディアは（例えば、ＤＭＣの出資者、受取人、または分配人ではない
）第三者の広告である。そのメディアがモバイル・デバイス４０４で使用されるならば、
上で述べたように、ＤＭＣ ４１０はクーポン・システム４０２を更新する。クーポン・
システム４０２はそれからモバイル・デバイスで広告をかけることに基づく第三者との取
引を修正し、或いは開始し、或いは完了する。このように、システム４００は対象デバイ
スへのＤＭＣ及び／または広告の分配と連繋して第三者広告を分配、且つ／または使用す
ることに関係する追加収入の流れを提供する。
【００７６】
　なおさらなる形態によると、クーポン・システム４０２はユーザー・インタフェース４
１２においてメディアを使用することに応じて入力を要求する。例えば、使用されたメデ
ィアに関係する質問はメディアを使用する間または後でユーザー・インタフェース４１２
において提示される。ユーザーはユーザー・インタフェース４１２を介して質問に答え、
そしてモバイル・デバイス４０４を通してその回答をクーポン・システム４０２へ伝送す
る。回答が受取られるならば、ユーザーがメディア４０８を見たこと、そしてフィードバ
ックまたは回答に基づいて、ユーザーの意見及び／またはメディア４０８の理解が確かめ
られることがありうる。その上、ＤＭＣ ４１０の変動特性はメディア４０８に応じて質
問／フィードバックに基づいて調整される。例として、償還値、または追加の値または利
益はメディア４０８に対する応答の性質に基づいて提供される。前に述べたように、シス
テム４００はメディアの出資者と同様に消費者に利益を提供するために、第三者実体の広
告及び他のメディアをＤＭＣと統合する機構を提供する。
【００７７】
　図５はＤＭＣに関係する情報を体系付け、且つ提示する事例ユーザー・インタフェース
５０４のブロック図５００を示す。ユーザー・インタフェース５０４はモバイル・デバイ
ス５０２と連結される。ここに述べたように、モバイル・デバイス５０２はＤＭＣ分配人
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または同様の実体から一つ以上のＤＭＣを受取る。ＤＭＣの表示はＤＭＣの一つ以上の特
徴表示によって定義される一つ以上の特徴を含む。特徴表示は一つ以上のユーザー・イン
タフェース・デバイスまたはモバイル・デバイスの機能によって生成される。例えば、一
つの特徴表示は聴覚情報を含む。別の特徴表示はグラフィック情報を含む。さらなる特徴
表示は触覚または嗅覚情報を含む。一つ以上のそのような特徴表示は、別々に或いは組合
せで、モバイル・デバイスにおけるＤＭＣの表示を含む。
【００７８】
　ここに述べたように（例えば、図４参照、上記）、モバイル・デバイス５０２に伝送さ
れたＤＭＣまたはその指示は特徴豊かなマルチメディア・フォーマットにおけるデバイス
・ユーザー・インタフェース５０４において情報、広告等を提示するメディア・ファイル
または電子アプリケーションを含む。いくつかの形態では、メディア・ファイル／電子ア
プリケーションはＤＭＣに組込まれる。他の形態では、メディア・ファイル／電子アプリ
ケーションはＤＭＣとともに含まれる。その上、メディア・ファイル／電子アプリケーシ
ョンはメディアを提示し、且つＤＭＣまたは広告の一つ以上の形態を増大させるためにモ
バイル・デバイスのオーディオ、ビジュアル、嗅覚、味覚、または触覚の機能またはその
ような組合せを用いる。従って、ＤＭＣの特徴の豊富さ及びアプリケーション多次元性が
モバイル・デバイス５０２において提供される。
【００７９】
　一つの形態では、ＤＭＣの表示は多数のスライドまたは層（５０６、５０８、５１０）
といった多数の次元を含む。各次元または層（５０６、５０８、５１０）はＤＭＣに関係
する情報を分離する。例えば、第一の層５０６はＤＭＣと関係する現在の情報を提供する
。第二の層５０８は、例えば、現在のＤＭＣ（一般の製品、製造者、小売人、等々）と類
似するモバイル・デバイス５０４において受取られた前ＤＭＣと関係する前情報を提供す
る。その上、第三の層５１０はＤＭＣに関係する社会ネットワーク情報を提供する。
【００８０】
　社会ネットワーク情報の特別な例として、第三の層５１０はＤＭＣと関連する（例えば
、ユーザー・プロフィールに含まれ、前取引から生成された、等）ユーザー好みを示す。
その上、第三の層５１０はモバイル・デバイス５０２のユーザーの仲間によって含まれる
好みを表にする。例えば、友人リストにおいて指定された他の個人の意見または利用経歴
はモバイル・デバイス（５０２）の間で共有され、そしてＤＭＣに割当てられたメモリー
に記憶される。そのような情報はまたモバイル・デバイス５０２によってアクセスされた
社会ネットワーク・ウェブサイトから取得される。識別された流行創出者、個人のグルー
プに関係する統計資料、等々からの情報は第三層において収集され、記憶され、そして表
示される。このように、ユーザーはそれが良い価値を提供するかどうか、それらが関連製
品／サービスをいかに好んだか、それらがＤＭＣ、ＤＭＣと結合した広告または他のメデ
ィア（例えば、図４参照、上記）の意見をいかに最大化したか、等々といったＤＭＣの他
のものの意見及び認知にアクセスする。
【００８１】
　いくつかの形態では、層（５０６、５０８、５１０）は期限及び条件、償還情報、追加
の製造者／小売人／分配者の製品またはビジネス情報、等々を含む。そのような情報はモ
バイル・デバイス５０２のユーザー・インタフェース５０４上で様々な適切な方法で系統
付けされる。ここに述べたように、または当業者に既知であるように、ＤＭＣに関連する
実体と関係し、またはデバイス（５０２）またはユーザーに関係する様々な適切なビジネ
ス及び社会ネットワーク情報は様々なＤＭＣ表示層（５０６、５０８、５１０）上に含ま
れることを認識すべきである。
【００８２】
　いくつかの形態によると、ＤＭＣと関連する現在の情報は少なくとも一つの層５０６上
に示される。現在の情報はＤＭＣと関係する関連実体、価値、動機、及び償還情報と同様
に、ＤＭＣを記述するデータを含む。例えば、第一の部分５１２は有効期限、状態、等々
を含む有効性情報を提供する。第二の部分５１４はＤＭＣと関連する頻回クーポン（freq
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uent-coupon）ユーザー・ポイントを表示する。例えば、ユーザーが過去に特定の出資者
またはベンダーの一つ以上のＤＭＣを償還していたならば、ポイントはどのくらいのＤＭ
Ｃが償還されたかの指示を提供し、そして将来の償還と連繋して追加の値を提供する。
【００８３】
　前述に加えて、現在の情報はまた第一の層５０６の別の部分５１６において表示される
ブランド情報を含む。ブランド情報は製品を識別し、製品または供給者に関係する情報、
等々を提供する。さらに、第一の層５０６の追加部分５１８はＤＭＣの同時値を提供する
。ここに述べたように、或いは当業者に既知のように、同時値はパーセント割引、定額割
引、購入関連割引（例えば、一つ買うと二つ目は半額になる）、付加利益（例えば、無料
顧客サービス、技術支援、等）、またはその組合せである。その上、同時値はモバイル・
デバイス（例えば、場所）、独立基準（例えば、日時）、相対的基準（例えば、他のデバ
イス５０２によって償還される関連ＤＭＣの数）、小売人在庫、等々に関連する同時に起
こる情況に基づく。さらに、いくつかの形態によると、値（５１８）はユーザー・インタ
フェース５０４におけるユーザー入力に応じて更新される。値（５１８）が、適切である
ならば、入力の時の値に関係する情況の状態に基づいて修正される。そのような情況及び
修正はモバイル・デバイス５０２において、ネットワーク・サーバー（示されない）、ま
たは両者の組合せにおいて行われる。
【００８４】
　追加情報もまた現在の情報層５０６において表示される。例えば、一つの部分５２０は
ＤＭＣと共に含まれるメディアまたは広告といった追加動機に関係する情報を提供する。
さらに、別の部分５２２はＤＭＣのＩＤを示す。ＩＤはバー・コード、一連の数字、等々
として表示される。ＩＤの表示はまたＤＭＣの償還に連繋して利用される（例えば、ユー
ザー・インタフェース５０４で表示されるバー・コードは金銭登録器（cash register）
のようなサービス・デバイスの地点の電子スキャナーによって走査される）。
【００８５】
　主題開示の一つ以上の他の形態では、多次元層（５０６、５０８、５１０）はＤＭＣま
たは広告に関係する異なるメディア・アプリケーションを含む。例えば、第一の層５０６
はＤＭＣに関連する製品の図式描写（例えば、メーカーのロゴまたは商標のついたピザの
絵）を含む。第二の層５０８はユーザー・インタフェース５０４上でアニメ広告を行うオ
ーディオ／ビジュアル・アプリケーションを含む。第三の層５１０は製品の形態を増大さ
せるためにモバイル・デバイスの特定機能／特徴（例えば、モバイル・デバイス５０２に
装備された香りを含む嗅覚の特徴）を用いる（例えば、アプリケーションによってモバイ
ル・デバイス５０２はオーディオ／ビジュアル・アプリケーションが熱い新鮮な焼きピザ
を示すとき、ピザの香りを放出する）。このように、ユーザー・インタフェース層の多次
元性は情報を分離することに制限されないが、デバイスのユーザー・インタフェースにお
いてＤＭＣの様々な適切な多次元メディア特徴を表示するために用いられる。様々な情報
がモバイル・クーポンのユーザー・インタフェース表示の中に含まれること、そして図５
は一例のみ示すことを認識すべきである。当業者に既知である、一つ以上のＤＭＣに関係
する情報を系統付け、且つ表示するための他の機構は主題開示において検討され、且つ組
込まれている。
【００８６】
　図６はいくつかの形態に従って変動値ＤＭＣの現在値を決定するためのシステム例６０
０のブロック図を例示する。システム６００はＤＭＣの値を決定するために様々なデータ
（６０８）を利用する見積りモジュール６０２を含む。データはユーザー入力に応えると
同様に、ＤＭＣの生成、伝送、及び／または償還の際を含めて、様々な時点で見積りモジ
ュール６０２において取得されることを認識すべきである。見積りモジュール６０２はモ
バイル・デバイス６０４に近接し、ネットワーク化デバイス（例えば、モバイル・サービ
ス・プロバイダー、またはインターネット・サーバー）、またはその組合せに近接して在
駐することをさらに認識すべきである。
【００８７】
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　モバイル・デバイス６０４はモバイル・デバイス６０４からＤＭＣの値を確定すること
に関連した要素を抽出する見積りエンジン６０６を含む。その要素はそのようなデバイス
６０４に関係する任意の適切な情報に関係する。例えば、その要素は（例えば、ＧＰＳ、
基地局三角測量法または同様の技法、ピア・ツー・ピア測距、等々によって決定される）
デバイス６０４の場所、デバイス６０４またはデバイス６０４のユーザーの識別、デバイ
ス６０４において含まれるユーザー・プロフィール、前のＤＭＣ取引経歴、モバイル・デ
バイス６０４に記憶されたＤＭＣ、ＤＭＣと関連する広告、特定の製造者動機、またはこ
れらの組合せまたは同様の要素に関係する。見積りエンジン６０６はそのような要素に基
づいてＤＭＣの値を確定するのを促進する要素に関係するデータを収集するためにモバイ
ル・デバイス６０４の様々なソフトウェア、アプリケーション、及びモジュールにアクセ
スする。
【００８８】
　見積りエンジン６０６によって収集されたデータはデータ・ファイル６１０の中に含ま
れ、そしてデータ６０８として見積りモジュール６０２に提供される。上で述べたように
、見積りモジュール６０２はデータ・ファイル６１０における情報を解析し、そしてＤＭ
Ｃの値６１２を生成する。データ６０８と値６１２との間の関係はＤＭＣの出資者によっ
て提供される一つ以上のアルゴリズムまたは規則に基づく。従って、期限、条件そして出
資者の他の制限はＤＭＣの値（６１２）に組込まれる。見積りモジュール６０２はモバイ
ル・デバイス６０４に値６１２を戻し、それは値６１２をＤＭＣに関連させる。
【００８９】
　値６１２に関するデータ６０８の交換は所定の時点に（例えば、定期的に、デバイス場
所または場所の変更に基づて）、またはユーザー要請に基づいて行なわれる。例えば、ユ
ーザーはモバイル・デバイス６０４のＤＭＣのグラフィック表示と関連する、「値更新（
value update）」ボタン、等々を押す。そのような入力は、上で述べたように、見積りエ
ンジン６０６によるデータ収集、及び見積りエンジン６０２へのデータ６０８の提出を開
始する。いくつかの形態では、値６１２に関するデータ６０８の交換はＤＭＣの発行、Ｄ
ＭＣの償還、または他の適切な情況で行われる。
【００９０】
　図７はさらなる形態に従ってＤＭＣの利用及び／または見積りを容易にするモバイル携
帯電話器７０２を含む見本システム７００のブロック図を示す。特に、モバイル携帯電話
器７０２はＤＭＣの償還を生成、発行、且つ／または促進するクーポン・システム７０４
と結合する。その上に、クーポン・システム７０４は ＤＭＣの見積りに参画し、或いは
いくつかの形態では、見積りはクーポン・システム７０４とは無関係なモバイル・デバイ
ス７０２で実行される。従って、例えクーポン・システム７０４との回線が利用可能では
ないところでも、適切な情況において、値が決定される。
【００９１】
　モバイル携帯電話器７０２は（例えば、音声呼出、データ転送、ＤＭＣ値、等々に関係
する）信号を受取る少なくとも一つのアンテナ７０６（例えば、入力インタフェースを含
む伝送受信器またはそのような受信器のグループ）、及び受信信号に一般的な動作（例え
ば、フィルター、増幅、低位変換（down-converts）、等）を実行する受信器７０８を含
む。特に、アンテナ７０６はそのようなシステム７０４とモバイル・デバイス７０２との
間の無線回線上でクーポン・システム７０４からＤＭＣを取得する。アンテナ７０６はま
たＤＭＣの値または変動クーポン特性を決定すること、モバイル携帯電話器７０２とクー
ポン・システム７０４との間の場所または距離を決定すること、等々に関係するクーポン
・システム７０４によるデータ交換にかかわる。例えば、見積りエンジン７１６はモバイ
ル・デバイス７０２と関連する動的な情況（例えば、場所、記憶されたＤＭＣ、前の取引
経歴、等）に関係するデータを収集する。その情報はメモリー７１４に記憶された命令に
基づき、クーポン・システム７０４によって提供され、或いはクーポン・システム７０４
及びモバイル・デバイス７０２、またはその組合せによって少なくとも一部動的に確定さ
れた情報の問合せに基づく。
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【００９２】
　アンテナ７０６及び受信器７０８はまた受信シンボルを復調し、そして見積りのために
それらをプロセッサー７１２に提供する復調器７１０と連結される。プロセッサー７１２
はモバイル・デバイス７０２のアンテナ７０６またはユーザー入力インタフェース７２０
によって受信された情報を解析し、そして／または送信器７２６による伝送のための情報
を生成する。その上、プロセッサー７１２はモバイル携帯電話器７０２の一つ以上の構成
要素（７０６、７０８、７１０、７１４、７１６、７１８、７２０、７２２、７２４、７
２６、７２８）を制御、且つ／または参照する。その上、プロセッサー７１２はＤＭＣの
変動クーポン特性、そのような特性を見積るための要素を決定すること、ユーザー・イン
タフェースにおいてそのような情報を表示することに関係する情報または制御を含む一つ
以上のモジュール、アプリケーション、エンジン、等々（７１６、７１８、７２２、７２
４）を実行する。代りに、またはさらに、そのようなモジュール（７１６、７１８、７２
２、７２４）は、ここに述べたように、 ＤＭＣを受取ること及び／または償還すること
に関係する情報または制御を含む。
【００９３】
　モバイル携帯電話器７０２はその上にプロセッサー７１２に動作可能なように連結され
るメモリー７１４を含む。メモリー７１４は伝送され、受信された、等々のデータを記憶
する。そのようなデータはＤＭＣの変動クーポン特性を決定すること／証明することに関
係する。代りに、またはさらに、データはモバイル携帯電話器７０２のユーザー・インタ
フェース７２０におけるＤＭＣと関連するメディア・ファイルを使用することに関係する
。少なくとも一つの形態では、メモリー７１４は変動ＤＭＣ特性の初期パラメータを決定
し、且つ／または更新するために、 一つ以上の要素、規則等と同様に、モバイル携帯電
話器７０２において受取られたＤＭＣを記憶する。
【００９４】
　メモリー７１４はまたＤＭＣの値を決定することに連繋してモバイル携帯電話器７０２
からのデータを抽出する見積りエンジン７１６と連結される。いくつかの形態によると、
見積りエンジン７１６は収集されたデータに少なくとも一部基づいてＤＭＣの値（或いは
、例えば、別の変動クーポン特性の状態またはパラメータ）を計算する。別の形態による
と、見積りエンジン７１６はその値（または、例えば、他の変動特性）を計算するために
収集されたデータを（例えば、プロセッサー７１２、変調器７２６、及び送信器７２８に
よって）クーポン・システム７０４に送る。
【００９５】
　追加の形態によると、見積りエンジン７１６によって収集されたデータは時間、モバイ
ル・デバイス７０２の場所、モバイル・デバイス７０２において提供されたユーザー入力
、ＤＭＣと関連するベンダーまたは小売人の場所、またはこれらの組合せまたは同様なデ
ータを含む。一つ以上の他の形態によると、見積りエンジン７１６は初期設定（default
）または前に決定されたＤＭＣ特性または値に対してそのような値に関係する追加のデー
タに少なくとも一部基づいて調整を取得する。なお他の形態によると、見積りエンジン７
１６は収集されたデータ、またはユーザー入力に少なくとも一部基づいて、或いはＤＭＣ
の償還に基づいてＤＭＣの値を凍結させる。なお他の形態によると、見積りエンジン７１
６はそのような値／特性変化を決定することに関係するデータとしてモバイル・デバイス
７１６によりその値／特性が再見積りされることを可能にする。
【００９６】
　メモリー７１６はまたモバイル・デバイス７０２においてＤＭＣに関係する情報を提示
する再生モジュール（playback module）と連結される。例として、そのような情報はＤ
ＭＣと関連する製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指
示、満期情報、ＤＭＣ識別情報、また付加価値付き動機（例えば、広告）を含む（例えば
、図５参照、上記）。再生モジュール７１８はＤＭＣに関係する情報を提示するために適
切なユーザー・インタフェース・モジュールを含む。例えば、再生モジュール７１８はモ
バイル・デバイス７０２のために構成されたオーディオ及び／またはビデオ・ファイルを
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使用するオーディオ／ビジュアル・モジュールを含む。さらに、再生モジュール７１８は
ＤＭＣに関係する触覚関連の情報を提供するためにモバイル・デバイス７０２の触覚機能
を利用する触覚モジュールを含む。いくつかの形態によると、再生モジュール７１８はＤ
ＭＣに関係がある臭い（におい）または味－関連の情報（例えば、ＤＭＣと関連する製品
を代表するモバイル・デバイス７０２に蓄えられた香り）を提供するためにモバイル・デ
バイス７０２の適切な機能を利用する嗅覚または味覚モジュールを含む。さらに、メモリ
ー７１６は適切であるとして情報のグラフィック、聴覚、テキスト、及び／または嗅覚の
提示のための再生モジュール７１８に連結されるユーザー・インタフェース７２０と連結
される。ユーザー・インタフェース７２０はまたＤＭＣと連結されて、メディア・ファイ
ル、広告、等々を使用する。そのようなメディア・ファイルは、適用できる期限及び／ま
たは制限と同様に、ＤＭＣと関連する製品及び同時償還値を識別する。ここに述べたよう
に、メディア・ファイルは製品、ＤＭＣの出資者、関連製品、等々に関係する広告データ
を含む。
【００９７】
　メモリー７１６はまたＤＭＣの値が生成される方法を変更するアルゴリズムに対して動
的更新（dynamic update）を取得する更新モジュール（update module）７２２に接続さ
れる。例えば、ＤＭＣ供給者はインターネット・ダウンロードとして動的更新を提供する
。代りに、更新はモバイル・ネットワーク（示されない）によってモバイル・デバイス７
０２に入れられ、或いはモバイル・ネットワーク（示されない）から引出される。
【００９８】
　前述に加えて、メモリー７１６はまた償還モジュール（redemption module）７２４ と
連結される。償還モジュール７２４ はＤＭＣ、及びモバイル・デバイス７０２及び／ま
たはクーポン・システム７０４によって確定されたＤＭＣの同時に起こる特性に関係する
情報を収集し、そしてそのような情報を商取引と連係して販売時点管理（point of sale:
ＰＯＳ）デバイス（例えば、電子金銭登録器等）に提示する。償還モジュール７２４はま
たＤＭＣの値が適切に商取引に適用されることを検証する。その上、償還モジュール７２
４は取引の結果を仲介及び請求のために（例えば、ＰＯＳデバイスによって提供された同
様の結果の立証として）クーポン・システム７０４（または、例えば、情報センター）に
送る。償還モジュール７２４は取引においてＤＭＣを償還することと連係して、例えば、
ＰＯＳデバイスへＤＭＣを提出するのを容易にする。限定されない例として、償還モジュ
ール７２４はデバイス上で（例えば、小売店店員によって読出され、或いはモバイル・デ
バイスのユーザーの傍のそのような作業者により提供される）ＤＭＣのＩＤを表示し、Ｐ
ＯＳデバイスで走査されたＤＭＣのＩＤを表すバー・コードまたは他の証印を表示し、Ｐ
ＯＳデバイスへの有線または無線回線を形成し、そしてそのようなデバイスへＤＭＣ Ｉ
Ｄを提出し、モバイル・ネットワーク、またはその組合せまたは同様な組合せによって終
端ネットワーク実体（例えば、ネットワーク情報センター・モジュール）と直接連結する
。
【００９９】
　取引と連係した動的モバイル・クーポンの償還は上記で列挙されたものに加えて、他の
方法で実施される。例えば、ＤＭＣがメモリー７１６に記憶される場合には、ＤＭＣはＤ
ＭＣの償還と関連するＵＩ入力及びユーザー及び／またはＰＯＳデバイスへの出力に基づ
いてメモリー７１６からアクセスされる。ＤＭＣがネットワーク・サーバー（例えば、短
メッセージ・サーバー、テキスト・メッセージ・サーバー、インターネット・データ・サ
ーバー、イントラネット・データ・サーバー、等々）に記憶されている場合には、ＤＭＣ
、またはＤＭＣを識別する証印はＵＩ入力及びユーザー及び／またはＰＯＳデバイスへの
出力に基づいてそのようなサーバーから取得される。ＤＭＣ及び／またはＤＭＣを識別す
る証印はここに開示され、そして／または当技術分野おいて既知の様々な方法で（ＰＯＳ
デバイスへのデバイス７０２のＵＩ上で表示されたＤＭＣを識別する証印を光学的に走査
することにより、モバイル・デバイス７０２とＰＯＳデバイスとの間の有線及び／または
無線データ交換を通して、スクリーンから識別する情報を読出してそれをＰＯＳデバイス
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に入力する店員にそのような情報を提供することによって手動的に）ＰＯＳデバイスに入
力される。さらに、 ＤＭＣを識別する証印はバー・コード、または他のグラフィック証
印（例えば、一意的（unique）または半一意的（semi-unique）な番号）、定性的証印（
例えば、製造者銘柄、製品銘柄、小売人銘柄、及び識別子、またその組合せ）、等を含む
。さらに、ＤＭＣは（例えば、モバイル・デバイス７０２に保持される）ユーザー・アカ
ウントとの関連に基づいて識別される。ユーザー・アカウント（例えば、モバイル・デバ
イス７０２の電話番号）を識別する情報はここに述べたＰＯＳデバイスに入力され、そし
てユーザー・アカウントと関連し、且つ（例えば、ＤＭＣと関連する製品／サービスが取
引に包含される場合には）ＰＯＳデバイスによって促進される取引に関係するＤＭＣは（
例えば、手動入力、モバイル・デバイス７０２との直接通信、ネットワーク・サーバーへ
のアクセスによって）アクセスされる。前述に加えて、ユーザー・アカウントと関連する
ユーザー特約カード（user loyalty cards）（例えば、小売店、オンライン店、等々とい
ったＰＯＳデバイスと関連する実体によって提供される商用特約カード）はそのようなユ
ーザー特約カードと関連する規則によって提供されて、アクセスされ、そして取引に適用
される。少なくとも一つの主題開示の形態では、ユーザー・アカウントはモバイル・デバ
イス７０２と関連するユーザー特約カード情報または支払カード情報、またはモバイル・
デバイスと関連するユーザー・アカウントを（例えば、支払いＩＤがモバイル・デバイス
７０２に記憶され、そしてＰＯＳデバイスに転送される近接場通信（near field communi
cation：ＮＦＣ）またはＦｅｌｉｃａ電話を通して、短メッセージ・サーバー等といった
ネットワーク・サーバーからモバイル・デバイス７０２によってアクセスされ、そしてＰ
ＯＳデバイスに提供される一時的支払いを通して（ここではネットワーク・サーバーは支
払いコードと連結される次のＤＭＣ償還要求を受取り、そして取引を検証及び／または実
施するのを容易にするためにユーザー・アカウント、ＤＭＣ、及び／またはそのような支
払いコードと関連する支払／特約カードを識別する）提供することによってアクセスされ
る。少なくとも一つの主題開示の形態では、パーソナル・コンピューターまたは他の計算
デバイス（例えば、ラップトップ、ＰＤＡ、等）はモバイル・デバイス７０２の代用にさ
れ、そしてここに提供された開示の形態を実施するために遠隔デバイスとの有線及び／ま
たは無線通信を利用する。
【０１００】
　モバイル携帯電話機７０２はなお変調器７２４、及び（例えば、プロセッサー７１２及
び変調器７２４によって）生成された信号を、例えば、クーポン・システム７０４、基地
局、アクセス点、別のアクセス端末、遠隔エージェント、ＰＯＳデバイス、販売時点管理
デバイス、等へ伝送する送信器７２６をさらに含む。プロセッサー７１２から分離して示
されているが、見積りエンジン７１６はプロセッサー７１２の一部またはいくつかのプロ
セッサー（示されない）であることを認識すべきである。
【０１０１】
　前述のシステムはいくつかの構成要素、モジュール、及び／または電子インタフェース
機能の間の相互関係に関して述べられてきた。そのようなシステム及び構成要素／モジュ
ール／機能はその中で指定されたそれらの構成要素または部分要素、いくつかの指定構成
要素または部分要素、及び／または追加構成要素を含むことを認識すべきである。例えば
、システムはクーポン・システム１０２、モバイル・デバイス１０４、取引データベース
３０６、取引モジュール３０８、及び見積りモジュール６０２、またはこれらと他の構成
要素の異なる組合せを含むであろう。下位構成要素はまた親構成要素の中に含まれるより
むしろ通信的に他の構成要素と連結された構成要素として実施されるであろう。その上、
 一つ以上の構成要素が総合機能性を提供する一つの構成要素に結合されることを注目す
べきである。例えば、データ検索モジュール３１０は一つの構成要素として様々なユーザ
ーまたは供給者プロフィールまたは経歴に関係するデータを収集及び記憶するのを容易に
するために取引データベース３０６を含み、また逆もある。その構成要素はまた特にここ
に述べないが、当業者には既知の一つ以上の他の構成要素と相互作用する。
【０１０２】
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　さらに、開示システムの様々な部分は人工知能または知識または規則準拠の構成要素、
下位構成要素、処理過程、手段、方法論、または機構（例えば、ベクトル・マシン、ニュ
ーラル・ネットワーク、エキスパート・システム、ベイズ信念ネットワーク、ファジー論
理、データ融合エンジン、分類器、・・・）を含み、或いは構成される。特に、そのよう
な構成要素は、とりわけ、及びここに既に述べたものに加えて、システムの一部を効率的
で知的であるのと同様に、さらに適応させるために、それによって実行される或る機構ま
たは処理を自動化する。
【０１０３】
　ここに述べた形態はハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、またはその任意の組合せにおいて実施されることを理解すべきである。ハ
ードウェア実施のために、演算処理装置は一つ以上のＡＳＩＣ、ＤＳＰ、ディジタル信号
処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス、フィールド・プログラマブル
・ゲートアレイ（ＦＰＡ）、プロセッサー、コントローラー、マイクロコントローラー、
マイクロプロセッサー、ここに述べた機能を実行するために設計された他の電子ユニット
、またはその組合せの中で実施される。
【０１０４】
　その形態はソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマイクロコード、プロ
グラム・コードまたはコード・セグメントにおいて実施されるとき、それらは記憶要素（
storage component）のようなマシン可読メディアに記憶される。コード・セグメントは
手続き、機能、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソ
フトウェア・パッケージ、クラス、または命令、データ構造、またはプログラム命令文の
任意の組合せを表す。コード・セグメントは情報、データ、引数、パラメータ、またはメ
モリー内容を渡し、且つ／または受取ることによって別のコード・セグメントまたはハー
ドウェア回路と連結される。情報、引数、パラメータ、データ等はメモリー共有、メッセ
ージ通過（message passing）、トークン通過、ネットワーク伝送等を含む任意の適切な
手段を使用して渡され、送られ、或いは伝送される。
【０１０５】
　ソフトウェア実施については、ここに述べた技術はここに述べた機能を実行するモジュ
ール（例えば、手続き、機能、等々）によって実施される。ソフトウェア・コードはメモ
リー・ユニットに記憶され、そしてプロセッサーによって実行される。メモリー・ユニッ
トはプロセッサーの中、またはプロセッサーの外で（その場合には、それは当技術分野で
既知の様々な手段を介してプロセッサーに通信的に連結される）実施される。
【０１０６】
　図８～１１を参照して、一つ以上の形態によると、モバイル環境においてＤＭＣを提供
することに関する方法論が提供される。説明を簡単にするために、方法論は一連の動作（
acts）として示され、且つ記述されるが、その方法論は動作の順序によって制限されない
ことを理解し、且つ認識すべきである。例えば、 一つ以上の形態によると、いくつかの
動作はここに示され、そして記述されたものと異なる順序及び／または同時に発生する。
その上、状態図のように、方法論は一連の相関状態または事象として代りに表されること
を当業者は理解し、且つ認識するであろう。さらにに、必ずしも全ての例示された動作は
一つ以上の形態に従って方法論を実施することを必ずしも必要とされるとは限らない。
【０１０７】
　図８はモバイル環境において変動値ＤＭＣを提供するための見本方法論８００のフロー
チャートを例示する。８０２で、方法８００は所定の基準に従ってモバイル・デバイスを
識別する。識別は少なくとも一つの信号をモバイル・デバイスに送ること、或いはモバイ
ル・デバイスから少なくとも一つの信号を受信することを少なくとも一部必要とする。さ
らに、モバイル・デバイスは所定の基準に基づいて識別され、それはＤＭＣの出資者によ
って提供される。例えば、そのような基準はＤＭＣ利用経歴、モバイル買物経歴等、また
はこれらの、または同様の情況の組合せを含めて、モバイル・デバイスの場所、日時、モ
バイル・デバイスのＩＤ、モバイル・デバイスとの前相互作用、ユーザー、ＤＭＣ出資者
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、小売人、及び／または分配人プロフィール情報を含む。従って、モバイル・デバイスの
識別はＤＭＣ出資者によって提供され、モバイル・デバイスとの無線通信に少なくとも一
部基づいて決定された一つ以上の資格認定に関係する。
【０１０８】
　８０４で、方法８００はモバイル・デバイスとＤＭＣを関連させ、そこではＤＭＣは少
なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。変動クーポン特性はモバイル・デバイスに関係
する一つ以上の決定可能な情況の関数として変動する。そのような情況はモバイル・デバ
イスの場所、所定の実体（例えば、小売店）までの距離、時間、ユーザー・プロフィール
情報、ベンダー・プロフィール情報、ＤＭＣプロフィール情報、小売人プロフィール情報
、モバイル・デバイスによって分配／利用された前ＤＭＣ、モバイル・デバイスに記憶さ
れたＤＭＣ、モバイル・デバイスと関連するＤＭＣの前償還、等々を含む。決定可能な情
況と関係する情報はモバイル・デバイス、モバイル・デバイスと通信的に連結された実体
（基地局、無線送信器）、またはネットワーク実体のサーバー（例えば、モバイル・デバ
イスと関連するサービス・プロバイダーによって維持されるモバイル・ネットワーク・サ
ーバー）から取得される。変動特性は償還値、適用可能な取引またはそのような取引と関
連する製品／サービス、償還の時間、償還の場所（例えば、所定の店舗またはオンライン
・ウェブサイト）、ＤＭＣを提供された追加メディア、ＤＭＣまたはメディアと関連する
様々な特徴の豊さ、またはこれらの、または同様の特性を含む。
【０１０９】
　８０６で、方法８００はモバイル・デバイスに関係する少なくとも一つの決定可能な情
況に少なくとも一部基づいて変動クーポン特性の初期パラメータを確定する。そのような
情況及びそれらの変動クーポン特性及び／または初期パラメータへの適用はＤＭＣの出資
者の規則によって確定される。いくつかの形態によると、初期パラメータを確定すること
は上で述べた追加の決定可能な特性またはそのような特性の変化に無関係にその値を一定
にする。他の形態によると、初期パラメータを確定することは、所定の情況が発生するま
で（その場合には、値が再び変化する（例えば、値をゼロにする抹消が発生する））、そ
の値を一定にする。そのような所定の情況はＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させ
ること、対象モバイル・デバイスから値受理入力を受取ること、初期パラメータを確定す
るために利用された決定可能な情況（例えば、上に述べた関連の決定可能な情況）におけ
る閾値変化を識別すること、及び／またはＤＭＣが償還のために提示されれるという通知
を受取ること、またはこれらの、または同様の要素の組合せを含む。
【０１１０】
　８０８で、方法８００は取引と連繋してＤＭＣを償還するために情報センター・サーバ
ーと通信的に連結する。さらに、情報センターは変動クーポン特性の状態（例えば、現在
の償還値）に基づいて取引の初期設定特性を修正するのを促進する。一般に、情報センタ
ーは取引のために請求、仲介、認証、及び／または安全機能を提供する。例えば、情報セ
ンターは取引及びＤＭＣに関係する情報を解析し、そしてＤＭＣ及び取引が適切であるか
どうかを決定する。さらに、情報センターはＤＭＣの償還状態に関して製造者を更新する
。他の形態によると、情報センターは不認定の追加償還を緩和するために償還の際に（ま
たは、例えば、使用中のデータの期限切れに）ＤＭＣを抹消する。
【０１１１】
　さらなる形態によると、情報センターはＤＭＣの出資者とＤＭＣを償還する小売り実体
との間の媒介の役割をする。特に、情報センターは取引情報を出資者に中継し、そして小
売り実体または取引の他の出資者への補償／償還に（例えば、ＤＭＣの取引への適用から
生じる)取引の修正初期設定特性を提供する。従って、方法論８００はモバイル・デバイ
スの個々の特性に基づいてＤＭＣを対象とし、そして所定の出資者基準に基づいて、償還
値のような柔軟な特性を提供するために備える。
【０１１２】
　図９はいくつかの形態に従って変動値ＤＭＣを分配、見積り、及び償還するための事例
方法論９００のフローチャートを示す。９０２で、方法９００はＤＭＣの製造者または他
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の出資者からＤＭＣを受取る。９０４で方法９００はＤＭＣをモバイル・デバイスに適用
することに関係する規則のリストを受取る。特に、その規則は適切なデバイスをＤＭＣ分
配の対象デバイスとして識別すること、ＤＭＣの一つ以上の変動クーポン特性を見積るた
めの情況を確定すること（例えば、変動特性の初期パラメータを確立するためモバイル・
デバイスの決定可能な情況を見積ること）、そしてＤＭＣの償還を提供する。
【０１１３】
　９０６で、方法９００は参照番号９０４で受取られる規則のリストに従って適切なデバ
イスを識別する。９０８で、方法９００は、規則のリストに従って、識別されたデバイス
で使用可能なＤＭＣアプリケーションを生成する。９１０で、方法９００は広告がＤＭＣ
と連結されるかどうかを判定する。そのような判定は識別されたデバイスに基づき、製造
者／出資者によって提供された規則、或いは同様の情況に基づく。広告がもＤＭＣと連結
されるならば、方法９００は参照番号９１２へ進み、そうでなければ、方法９００は参照
番号９１８へ進む。
【０１１４】
　９１２で、方法９００はＤＭＣと連結される広告を取得する。その広告は出資者情報、
償還情報、製品またはサービス情報及び／または（例えば、出資者または小売り実体によ
って提供された）関係する製品またはサービスを含めて、ＤＭＣと関係する様々な情報を
含む。いくつかの形態によると、第三者は出資者、小売人等の代りに、または出資者、小
売人等に加えて広告を提供する。９１４で、方法９００は参照番号９０６で識別されたデ
バイスのユーザー・インタフェース上で使用される広告メディア・ファイルを生成する。
９１６でメディア・ファイルはＤＭＣ（または、例えば、 ＤＭＣの指示）と共に結合さ
れ、または束ねられ、識別されたモバイル・デバイスにおいて使用可能な適当なモバイル
・デバイス・アプリケーションにパッケージ化され、そして識別されたデバイスへ伝送さ
れる。
【０１１５】
　いくつかの形態では、モバイル・デバイス・アプリケーションは対象モバイル・デバイ
スのオーディオ、ビジュアル、嗅覚、または触覚の機能を利用するために選択される。さ
らに、アプリケーションは製品、サービス、またはＤＭＣまたは広告の他の形態を拡大さ
せるために識別されたモバイル・デバイスのそのような機能を用いるように構成される。
広告が（例えば、ＤＭＣの出資者、受取人または分配者ではない）第三者のものである場
合、第三者の広告がモバイル・デバイスにおいて使用されるという指示は第三者と共に取
引を修正、開始または完成する基盤を形成する。従って、第三者の広告を束ねることはＤ
ＭＣを分配することに連繋して追加の収入流れを提供する。
【０１１６】
　９１８で、方法９００は償還値（または、例えば、ＤＭＣ他の適切な変動クーポン特性
）が識別されたモバイル・デバイスにおいて、またはサーバー・デバイスにおいて決定さ
れるかどうかを判定する。償還値がサーバー・デバイスで決定されるならば、方法９００
は９２４に進む。一方、償還値がモバイル・デバイスで決定されるならば、方法９００は
９２０に進む。
【０１１７】
　９２０で、償還値を決定することに関係する見積り要素（またはＤＭＣの他の適切な変
動クーポン特性）が取得される。ここに述べたように、メディア、広告または他の特別な
動機がモバイル・デバイス、またはこれらの要素または同様の要素の組合せにおいて見ら
れたか否かに拘らず、そのような要素は、例えば、モバイル・デバイスの場所、日時、ユ
ーザー、出資者または小売人プロフィール情報を含む。９２２で、方法９００は識別され
たモバイル・デバイスへの分配のためにそれらの要素及び見積りデータをＤＭＣと結合す
る。
【０１１８】
　９２４で、方法９００はＤＭＣの変動クーポン特性を決定することに関係する見積り要
素を識別する（例えば、参照番号９２０で行われなければ）。９２６で、ＤＭＣは識別さ
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れたモバイル・デバイスに送られる。ＤＭＣの受取りの確認はまた参照のために取得され
、そして記憶される。９２８で、変動クーポン特性を決定する要素に関係するデータが取
得される。そのようなデータはモバイル・デバイスから取得され、そのようなデバイスと
のデータ交換、または外部実体（例えば、モバイル・ネットワークの基地局）とのデータ
交換から決定される。９３０で、ＤＭＣの値、または他の変動クーポン特性は参照番号９
２８で取得されたデータに基づいて決定される。値を決定することは永久であり、または
或る所定の情況の発生に依存する（例えば、ＤＭＣを償還するモバイル・デバイスに関係
する追加のデータ等を取得する）。
【０１１９】
　９３２で、ＤＭＣが償還のために提出されたかどうかに関して判定が行われる。償還が
決定されなかったならば、方法９００は動的な値を確定する要素に関係する追加のデータ
が取得され、且つ／または監視される９３４に進む。方法９００はその値または変動クー
ポン特性が参照番号９３４で取得された追加のデータに基づいて再び決定されるべきかど
うかを判定するためにそこで９３０へ進む。参照番号９３２で、ＤＭＣが償還のために提
出されたならば、方法９００はＤＭＣが識別され、そして参照番号９０４で取得された償
還の規則によって相互参照される９３６に進む。
【０１２０】
　９３８で、方法９００はＤＭＣの値（または、例えば、他の適切な変動クーポン特性）
を識別する。その値は償還と連繋して取得された情報に基づいて（例えば、参照番号９３
０で）予め決定される。９４０で、方法９００は ＤＭＣと関連する安全対策を確認する
。そのような施策はＤＭＣと関連する適切な暗号化または安全情報を確認すること、ＤＭ
Ｃが予め償還されたかどうかを決定すること、償還実体がＤＭＣを償還するために認可さ
れるかどうかを判定すること、等々を含む。そのような情報に基づいて、方法９００はＤ
ＭＣの取引への適用を行い、或いは認可し、そしてその値に基づいて特有の初期設定特性
（または、例えば、他の適切な変動クーポン特性）を修正する。
【０１２１】
　９４２で、方法９００は仲介及び請求のために情報センターに償還及び関連する取引の
詳細を提出する。９４４で、方法９００は情報センターから情報を受取る。その情報が取
引を認めるならば、ＤＭＣの償還は認可される。さらなる形態によると、情報センターに
よって提供された取引の出資者の補償／償還はそのような出資者（例えば、ＤＭＣを引受
ける実体）に送られる。参照番号９４６で、方法９００は終了する。
【０１２２】
　前に述べたように、方法９００はＤＭＣの出資者によって確定された基準に基づいてモ
バイル環境においてＤＭＣを分配するために柔軟な機構を提供する。そのような方法で、
ＤＭＣは一般の大規模な郵送に限定されるのではなく、特定のモバイル・デバイスを対象
にする。さらに、ＤＭＣはモバイル・デバイスのグラフィック・ディスプレイで提示され
た豊かで、動的なメディア及び広告と関連する。その上、ＤＭＣの特性は償還値を含め、
消費者の購入動機の拡大または減少を促進するように動的に調整される。従って、ここに
提示された形態によって述べたように、多くの利益がモバイル環境におけるＤＭＣの分配
によって提供される。
【０１２３】
　図１０はモバイル環境においてＤＭＣの使用を促進するための事例方法論１０００のフ
ローチャートを例示する。１０００で、方法１０００は、モバイル・デバイスへのＤＭＣ
の分配に関係するデータを取得する。もしあれば、データはＤＭＣの配分と関連する適切
な取引仕様または提案を含む。その上、データは情報に関して一つ以上の質問を含み、そ
こではＤＭＣの分配は質問または問合せに少なくとも一部応えて調整される。ここに述べ
たように、質問はモバイル・デバイスの唯一の同定、デバイスのユーザーの同定、デバイ
スの場所、デバイスに記憶されたユーザー・プロフィール情報、等々を含む。
【０１２４】
　１００４で、方法１０００はＤＭＣまたはＤＭＣの指示を受取り、そこではＤＭＣは少
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なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。ＤＭＣを受取ることは、例えば、参照番号１０
０２における質問に対する適切な応答に一部基づく。ＤＭＣはモバイル・デバイス上で動
作する独立型（stand-alone）ファイルまたはアプリケーションを含む。独立型ファイル
は情報をユーザーに提供し、そしてＤＭＣの特徴豊富さ及び多次元形態を提示するために
デバイスのユーザー・インタフェース上で表示される。その上、独立型ファイルはＤＭＣ
の値を決定するために情報を取得し、そして利用する。さらなる形態によると、独立型フ
ァイルは小売り実体におけるＤＭＣの償還を促進する。例えば、そのファイルはＤＭＣの
識別、及びＤＭＣを償還することに関連する適切な安全性、適用性、償還価額、及び同様
の情報を取得する。従って、ＤＭＣの動的機能は、少なくとも一部、ＤＭＣを受取るモバ
イル・デバイスで実行される。
【０１２５】
　１００６で、変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関係する要素が取得
される。ここに述べたように、その要素はＤＭＣと関連するモバイル・デバイス、製品、
サービス、製造者／出資者、分配者または小売人と関係する適切な情報を含む。１００８
で、要素と関連するデータは変動クーポン特性の初期パラメータ（例えば、ＤＭＣの償還
値）を確定するのを促進するために収集される。一つの形態では、データは解析され、そ
してそのパラメータはモバイル・デバイスにおいて決定される。他の形態では、データは
初期パラメータの決定のためのネットワーク・デバイス（例えば、インターネット・サー
バー、モバイル作業者のネットワークの構成要素）に送られる。初期パラメータはモバイ
ル・デバイスの入力に基づいて変動クーポン特性への変化を緩和するために固定され、或
いは固定されず、従って初期パラメータを更新するために再見積りされる。そのような再
見積りはＤＭＣのモバイル・デバイスとの関連、初期パラメータまたは関連の情況を決定
するために利用される情況の閾値変化、モバイル・デバイスにおけるＤＭＣの償還または
入力（例えば、値の受理）、またはその、または同様のものの組合せに基づく。先に述べ
たように、方法１０００はＤＭＣの変動クーポン特性を決定するためにＤＭＣを受取り、
そして相互作用するのに備える。変動クーポン特性は受信デバイスの情報に基づいており
、従って発行または償還デバイスに少なくとも部分的に無関係であり、ＤＭＣに自律性及
び柔軟性を提供する。
【０１２６】
　図１１はモバイル環境において変動値ＤＭＣの見積り及び償還を促進するための事例方
法論１１００のフローチャートを示す。１１０２で、方法１１００はＤＭＣを受取る。Ｄ
ＭＣはＤＭＣ分配実体（例えば、モバイル・ネットワークの構成要素）との無線及び／ま
たは有線回線上で受取られる。１１０４で、ＤＭＣの値を決定することに関係する要素が
識別される。その要素は受取人デバイスの位置、時間、ユーザー・プロフィール情報、ユ
ーザー取引経歴情報、記憶ＤＭＣ情報、小売人プロフィール情報（例えば、 ＤＭＣで識
別された項目の現在の在庫を含む）、ベンダー・プロフィール情報（例えば、いくつかの
他の償還ＤＭＣ、ＤＭＣと関連する満了情報を含む）、及び同様の情報を含む。
【０１２７】
　１１０６で、参照番号１１０４で識別された要素に関係するデータが収集される。１１
０８で、ＤＭＣの値が局所的にデバイスで、或いは遠隔デバイスで計算されるかどうかの
判定が行われる。その判定が局所的に行われるならば、方法１１００はＤＭＣの値が参照
番号１１０６において収集されたデータに少なくとも一部基づいて計算される１１１２に
進む。その値を計算した後、方法１１００は１１１４に進む。
【０１２８】
　参照番号１１０８において、その値が遠隔デバイスで計算されることが決定されるなら
ば、方法１１００は１１１０に進み、そして収集されたデータを計算のために遠隔デバイ
ス（例えば、インターネット・サーバー）へ伝送する。計算値は遠隔デバイスから受取ら
れ、そして方法１１００は１１１４に進む。１１１４で、方法１１００は遠隔デバイス・
フィードバックまたは局所計算に基づいてＤＭＣの値を決定する。１１１６で、要素と関
係する追加のデータは随意に監視され、且つ／または収集される。１１１８で、その値は
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参照番号１１１６において決定された追加のデータに基づいて随意に更新される。
【０１２９】
　１１２０で、 ＤＭＣと関連するメディアは受取人デバイスで使用される。それらのメ
ディアは ＤＭＣに適用できる取引または製品、そのような取引に参加する小売り場所、
償還制限または条件、 ＤＭＣの値を更新及び／または増加する方法、等々を記述する。
１１２２で、方法１１００はＤＭＣと共に含まれる広告または動機メディアを随意に使用
し、そしてＤＭＣによって指定されたＤＭＣの値を更新する。１１２４で、方法１１００
は参加小売り実体における所定の取引と連繋して償還のためにＤＭＣを提出する。先に述
べたように、方法１１００は受取モバイル・デバイスに関係する基準に基づいてＤＭＣと
関連する値を受取り、且つ決定するための処理を提供する。従って、方法１１００は遠隔
サーバー・デバイスとの最小の相互作用によってＤＭＣの利用及び償還を可能にする柔軟
な処理を示す。
【０１３０】
　図１２及び１３はモバイル環境において変動値ＤＭＣの見積りを行い、且つ促進する事
例システム１２００及び１３００のブロック図を示す。初めに図１２を参照すると、モバ
イル環境においてＤＭＣを発行するシステム１２００が示される。システム１２００は一
つ以上の所定の基準に基づいてモバイル・デバイスを識別するための任意のモジュール、
モジュール１２０２を含む。所定の基準は、例えば、ＤＭＣの出資者によって確定される
。システム１２００はＤＭＣをモバイル・デバイスに関連させるためのモジュール１２０
４を含み、その中ではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ。モジュール１
２０４はＤＭＣの分配を第一のモジュール１２０２によって行われる識別に根拠を置く。
特に、モバイル・デバイスが指定された基準に合うことを第一のモジュール１２０２が決
定するならば、第二のモジュール１２０４は識別されたデバイスにＤＭＣを分配する。他
の形態では、分配はＤＭＣ利用経歴、モバイル買物経歴、ＤＭＣの再分配またはＤＭＣの
社会ネットワーク共有、等々を含めて、ユーザー・プロフィール情報といった、モバイル
・デバイスから検索されたデータに基づく。そのようなデータはＤＭＣと関連する出資者
、製造者、分配者、及び／または小売人によって提供された一つ以上の基準と比較される
。
【０１３１】
　前述に加えて、システム１２００は変動クーポン特性の初期パラメータを確定するため
のモジュール１２０６を含む。初期パラメータは、ここに述べたように、受取モバイル・
デバイスと関連する一つ以上の要素に少なくとも一部基づいて確定される。モバイル・デ
バイスはその要素に関係するデータを収集し、そしてさらなる解析のために第三のモジュ
ール１２０６へそのようなデータを提供する。特に、そのようなデータは一つ以上の要素
に基づいてＤＭＣの初期パラメータ（例えば、最初の償還値）を確定するために提供され
る一つ以上のアルゴリズムまたは機能に適用される。主題開示のいくつかの形態によると
、システム１２００は情報センターと連結するためのモジュール１２０８を随意に含む。
そのような情報センターはＤＭＣを償還することに関連して仲介及び請求機能を提供する
。
【０１３２】
　前述の例として、任意のモジュール１２０８はＤＭＣと関連する取引、安全性、認可、
またはＩＤ情報、等々をＤＭＣの償還に関して情報センターに提供する。その取引が（例
えば、ＤＭＣの出資者によって確定された）適用可能な仕様に従うならば、情報センター
は商取引と連繋してＤＭＣを引受ける小売り実体に補償を提供する。従って、受取人デバ
イスのユーザーはモバイル環境において電子クレジット・カードによる取引きと類似した
ＤＭＣを利用する。様々な差異が残るけれども、受取デバイスにおけるＤＭＣ及び関連情
報、少なくともいくつかの形態において情報センターによる償還、認可、及び／または値
の補償のそのような提示はデバイス・ユーザーを巻込まずに電子的に行われる。
【０１３３】
　ここで図１３を参照すると、モバイル環境において一つ以上のＤＭＣの利用を促進する
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システム１３００が示される。いくつかの形態によると、システム１３００は無線回線上
でデータを取得するための任意のモジュール１３０２を含む。例えば、データはＤＭＣを
受取る資格に関係する。例えば、受取デバイスの識別、デバイスに関連する前取引、デバ
イスの場所、等々はデータの一部としてモジュール２３０２へ伝達される。モジュール１
３０２によって提供された情報は受取人デバイスがＤＭＣに適格であるかどうかを決定す
るために分配デバイス（示されない）で解析される。
【０１３４】
　システム１３００はＤＭＣまたはＤＭＣの指示（例えば、それはＤＭＣ、または製品、
サービス、またはそのような製品／サービスの源、償還のための規則、値のような動的な
特性を決定するための規則、等々を識別する）を取得するためにモジュール１３０４を含
み、そこではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を含む。ＤＭＣは、例えば、適
用可能な規則、償還の期限及び条件、見積り式、関連の広告及びメディア、及びここに述
べた同様なものを含めるファイルまたはアプリケーションを含む。ＤＭＣは適用できる情
報を伝達するために受取人デバイスのユーザー・インタフェースで表示される。システム
１３００はその上変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関係する要素を取
得するためのモジュール１３０６を含む。そのような要素はＤＭＣから抽出され、或いは
ＤＭＣを受取人デバイスへ分配する実体から取得される。前述に加えて、 システム１３
００はＤＭＣの値を確定することに関係するデータを収集するためのモジュール１３０８
を含む。従って、値はある規則に従い、そして受取デバイスのある情況に基づいて確定さ
れる。システム１３００は遠隔デバイスとの相互作用の必要性を減少させて、そのような
デバイスにおける値の決定を促進する。いくつかの形態によると、モジュール１３０８に
よって収集されたデータは解析のために遠隔デバイスに提供され、そしてそのような遠隔
デバイスはそこで値を任意のモジュール１３０２に分配する。
【０１３５】
　上記に述べてきたものは一つ以上の形態の例を含む。勿論、前述の形態を記述する目的
のために構成要素または方法論の全ての考えられる組合せを記述することは不可能である
が、当業者は様々な形態の多くの更なる組合せ及び置換が可能であることを認識する。従
って、記述された形態は全てのそのような変更、修正、及び付加請求項の範囲内に収まる
変化を包含することを意味する。さらに、用語「含む（includes）」が詳細な説明または
請求項のいづれかで使用される限りにおいて、「包含する（comprising）」が請求項にお
ける中間形態の語として用いられるとき解釈されるように、そのような用語は用語「包含
する（comprising）」と類似した意味で包括的であることを意味する。



(40) JP 2013-229030 A 2013.11.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月15日(2013.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、モバイル・デバイスにおいて行われる無線通信の方法、
　動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）または前記ＤＭＣの指示をＤＭＣ分配デバイスから
取得すること、ここで前記ＤＭＣが少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ、
　前記変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する複数の要素を取得す
ること、
　前記初期パラメータを確定することを容易にするために前記複数の要素に関係するデー
タを収集すること、及び
　遠隔デバイスとの最小の相互作用によって、遠隔デバイス・フィードバックまたはモバ
イル・デバイスでの局所計算に基づいて前記ＤＭＣの値を決定すること。
【請求項２】
　前記収集されたデータに少なくとも一部基づいて前記初期パラメータの定量的または定
性的な値を計算すること、または
　前記収集されたデータを前記ＤＭＣ分配デバイスに提供し、そして前記値を受取ること
の少なくとも一つをさらに具備する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　時間、受取人モバイル・デバイスの場所、前記モバイル・デバイスの特徴、モバイル・
デバイス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベンダーまたは小売人プロフィー
ル情報、またはベンダーまたは小売人の場所を前記複数の要素のうちの少なくとも一つと
して用いることをさらに具備する、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クーポン特性調整
規則または再分配規則に関係する電子メディアを取得することをさらに具備する、請求項
１記載の方法。
【請求項５】
　前記メディアを使用し、そして前記使用に少なくとも一部基づいて前記変動クーポン特
性の調整を促進することをさらに具備する、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記収集されたデータに、または前記ＤＭＣの受取りに続いて収集されたデータに少な
くとも一部基づいて前記値を調整することをさらに具備する、請求項２記載の方法。
【請求項７】
　前記収集されたデータまたはユーザー入力に少なくとも一部基づいて前記値を凍結する
ことをさらに具備する、請求項２記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイル・デバイスにおいて前記ＤＭＣに関係する情報を提示することをさらに具
備し、前記情報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還
指示、満了情報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、前記クーポン特性の変動を記述する規則または付
加価値動機を具備する、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記情報は前記ＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、そして前記ＤＭＣと関連する製品、サー
ビス、出資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプレイとし
て提示される、請求項８記載の方法。
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【請求項１０】
　取引と連係して償還のために前記ＤＭＣを提示することをさらに具備する、請求項１記
載の方法。
【請求項１１】
　前記定性的または定量的な値を計算するためのアルゴリズムを取得すること及び前記値
が計算される方法を変更する前記アルゴリズムに対する動的更新を取得することをさらに
具備する、請求項２記載の方法。
【請求項１２】
　下記を具備する無線通信のための装置、
　少なくとも一つの変動クーポン特性を持つＤＭＣ、またはそのようなＤＭＣの指示、及
び前記変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する複数の要素を動的モ
バイル・クーポン（ＤＭＣ）分配デバイスから取得する、無線通信のために構成された送
受信器、
　前記ＤＭＣまたは前記複数の要素を記憶するメモリー、及び
　前記変動クーポン特性の前記初期パラメータを確定することを容易にするために前記複
数の要素に関係するデータを収集し、遠隔デバイスとの最小の相互作用によって、遠隔デ
バイス・フィードバックまたはモバイル・デバイスでの局所計算に基づいて前記ＤＭＣの
値を決定する見積りエンジン。
【請求項１３】
　前記見積りエンジンは前記収集されたデータに少なくとも一部基づいて前記初期パラメ
ータについて定量的または定性的な値を計算する、或いは
　前記見積りエンジンは前記送受信器を経由して前記収集されたデータを前記ＤＭＣ分配
デバイスに提供し、そして前記値を受取る
　の少なくとも一つである、請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記見積りエンジンは時間、受取人モバイル・デバイスの場所、前記受取人モバイル・
デバイスの特徴、モバイル・デバイス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベン
ダーまたは小売人プロフィール情報、またはベンダーまたは小売人の場所を前記複数の要
素のうちの少なくとも一つとして用いる、請求項１２記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＤＭＣは前記ＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クー
ポン特性調整規則、または再分配規則に関係する電子メディアを含む、請求項１２記載の
装置。
【請求項１６】
　前記メディアを使用するユーザー・インターフェイスをさらに具備し、前記見積りエン
ジンは前記メディアを使用することに少なくとも一部基づいて前記変動クーポン特性を調
整する、請求項１５記載の装置。
【請求項１７】
　前記見積りエンジンは前記収集されたデータに、または前記ＤＭＣを取得するのに続い
て収集されたデータに少なくとも一部基づいて前記値を調整する、請求項１３記載の装置
。
【請求項１８】
　前記見積りエンジンは前記収集されたデータまたはユーザー入力に少なくとも一部基づ
いて前記値を凍結する、請求項１３記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置において前記ＤＭＣに関係する情報を提示する再生モジュールをさらに具備し
、前記情報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指示
、満了情報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、前記クーポン特性の変動を記述する規則または付加価
値動機を具備する、請求項１２記載の装置。
【請求項２０】
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　前記再生モジュールは前記ＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、且つ前記ＤＭＣと関連する製
品、サービス、出資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプ
レイとして前記情報を提示する、請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
　取引と連繋して償還のために前記ＤＭＣを提示する償還モジュールをさらに具備する、
請求項１２記載の装置。
【請求項２２】
　前記定量的または定性的な値を計算するアルゴリズムへの動的更新を取得する更新モジ
ュールをさらに具備し、前記アルゴリズムへの前記更新は前記値が計算される方法を変え
る、請求項１３記載の装置。
【請求項２３】
　下記を具備するモバイル・デバイス、
　遠隔デバイスとの無線データ交換のために構成された送受信器、
　動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）または前記ＤＭＣの指示を前記遠隔デバイスから取
得するために構成された第一のモジュール、ここで前記ＤＭＣは少なくとも一つの変動ク
ーポン特性を持つ、
　前記変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する複数の要素を取得す
るために構成された第二のモジュール、及び
　前記初期パラメータを確定することを容易にするために前記複数の要素に関係するデー
タを収集し、遠隔デバイスとの最小の相互作用によって、遠隔デバイス・フィードバック
またはモバイル・デバイスでの局所計算に基づいて前記ＤＭＣの値を決定するために構成
された第三のモジュール。
【請求項２４】
　下記を具備する無線通信のための装置、
　動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）または前記ＤＭＣの指示をＤＭＣ分配デバイスから
取得するための手段、ここで前記ＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持つ、
　前記変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する複数の要素を取得す
るための手段、
　前記初期パラメータを確定することを容易にするために前記複数の要素に関係するデー
タを収集するための手段、及び
　遠隔デバイスとの最小の相互作用によって、遠隔デバイス・フィードバックまたはモバ
イル・デバイスでの局所計算に基づいて前記ＤＭＣの値を決定するための手段。
【請求項２５】
　下記を具備する非一時的なコンピューター可読メディア、
　コンピューターに動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）または前記ＤＭＣの指示をＤＭＣ
分配デバイスから取得させるための少なくとも一つの命令、ここで前記ＤＭＣは少なくと
も一つの変動クーポン特性を持つ、
　コンピューターに前記変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する複
数の要素を取得させるための少なくとも一つの命令、
　コンピューターに前記初期パラメータを確定することを促進するために前記複数の要素
に関係するデータを収集させるための少なくとも一つの命令、及び
　コンピューターに、遠隔デバイスとの最小の相互作用によって、遠隔デバイス・フィー
ドバックまたはモバイル・デバイスでの局所計算に基づいて前記ＤＭＣの値を決定させる
ための少なくとも一つの命令。
【請求項２６】
　前記確定された初期パラメータは、前記少なくとも一つの要素に関連する前記データの
変化に基づく入力以外の前記モバイル・デバイスからの入力によって前記初期パラメータ
への変化を緩和するために保証される、請求項１記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　上記に述べてきたものは一つ以上の形態の例を含む。勿論、前述の形態を記述する目的
のために構成要素または方法論の全ての考えられる組合せを記述することは不可能である
が、当業者は様々な形態の多くの更なる組合せ及び置換が可能であることを認識する。従
って、記述された形態は全てのそのような変更、修正、及び付加請求項の範囲内に収まる
変化を包含することを意味する。さらに、用語「含む（includes）」が詳細な説明または
請求項のいづれかで使用される限りにおいて、「包含する（comprising）」が請求項にお
ける中間形態の語として用いられるとき解釈されるように、そのような用語は用語「包含
する（comprising）」と類似した意味で包括的であることを意味する。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］動的モバイル・クーポン（ＤＭＣ）を対象モバイル・デバイスと関連させること、
ここではＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定すること
を含む、遠隔通信の方法。
［２］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスに伝送すこと、或いは
　ＤＭＣと関連する出資者または取引を識別し、そして、
　変動クーポン特性の初期パラメータ、または
　変動クーポン特性の状態
の少なくとも一つをさらに識別する対象モバイル・デバイスにＤＭＣの指示を伝送するこ
と
の少なくとも一つを含む、［１］記載の方法。
［３］決定可能な情況を見積ること、及びＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させる
前または同時に初期パラメータを確定することをさらに含む、［１］記載の方法。
［４］対象モバイル・デバイスのプロフィール経歴及び決定可能な情況を見積るためのＤ
ＭＣ分配規則を調べる学習エンジンを用いることをさらに含む、［３］記載の方法。
［５］決定可能な情況を見積るためにプロフィール経歴に関連するＤＭＣ利用経歴、モバ
イル買物経歴またはＤＭＣ共有経歴を用いることをさらに含む、［４］記載の方法。
［６］対象モバイル・デバイスからの入力によってパラメータへの変化を緩和するために
確定された初期パラメータを保証すること、或いは
　対象モバイル・デバイスからの入力に少なくとも一部基づいて初期パラメータの再見積
りを可能にすること
の少なくとも一つをさらに含む、［３］記載の方法。
［７］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させた後、初期パラメータを確定すること
をさらに含む、［１］記載の方法。
［８］決定可能な情況の変化、或いは
　対象モバイル・デバイスの入力
の少なくとも一つに一部基づいてＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させた後、初期
パラメータを再確定することをさらに含む、［１］記載の方法。
［９］モバイル・デバイスとの無線データ交換を開始すること、或いはそれに応答するこ
と、
　モバイル・デバイスと関係するデータを検索すること、
　対象モバイル・デバイスを識別するための一つ以上の基準と検索されたデータを比較す
ること、及び
　比較の結果に基づいて対象モバイル・デバイスとしてそのモバイル・デバイスを確定す
ること
をさらに含む、［１］記載の方法。
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［１０］モバイル・デバイスと関連する場所、時間、デバイス能力、ユーザー・インタフ
ェース機能、または識別情報を一つ以上の基準として用いることをさらに含む、［９］記
載の方法。
［１１］ＤＭＣの適用を取引に適用または認可すること、及び変動クーポン特性に基づい
て取引の初期設定特性を修正することをさらに含む、［１］記載の方法。
［１２］修正初期設定特性に基づいて取引の出資者を情報センター・サーバーと通信的に
結合し、そして補償することをさらに含む、［１１］記載の方法。
［１３］ＤＭＣがＤＭＣと関連する販売場所での償還のために提示される通知を受取るこ
とをさらに含む、［１］記載の方法。
［１４］変動クーポン特性の決定に少なくとも一部基づいてＤＭＣの償還に関して取引へ
の値の適用を適用或いは認可することをさらに含む、［１］記載の方法。
［１５］償還値を変動クーポン特性として用い、そして
　ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させること、
　対象モバイル・デバイスから値受理を受けること、
　決定可能な情況において閾値変化を識別すること、或いは
　ＤＭＣが償還のために提示される通知を受取ること
の少なくとも一つに基づいて確定するために決定可能な情況を見積ることをさらに含む、
［１］記載の方法。
［１６］決定可能な情況として対象モバイル・デバイスの場所、対象モバイル・デバイス
の特徴、時間、ユーザー・プロフィール情報、ベンダー・プロフィール情報、ＤＭＣプロ
フィール情報または小売人プロフィール情報を用いることをさらに含む、［１］記載の方
法。
［１７］メディアをＤＭＣとともに束ね、少なくともメディアをモバイル・デバイス・ア
プリケーションに詰込み、そしてそのアプリケーションを対象モバイル・デバイスに伝送
すること、或いは
　メディアをＤＭＣに統合し、統合されたＤＭＣをアプリケーションに詰込み、そしてそ
のアプリケーションを対象モバイル・デバイスに伝送すること
の少なくとも一つをさらに含む、［２］記載の方法。
［１８］オーディオ、ビジュアル、嗅覚、触覚の機能をモバイル・デバイス・アプリケー
ションとして用いることをさらに含む、［１７］記載の方法。
［１９］製品またはサービスの特性を拡大させるためにオーディオ、ビジュアル、嗅覚、
触覚の機能を用いるようにアプリケーションを構成することをさらに含む、［１８］記載
の方法。
［２０］ＤＭＣに関係する製品、サービス、供給者または小売人広告をメディアと共に含
むことをさらに含む、［１７］記載の方法。
［２１］ＤＭＣの出資者、受取人または分配者以外の第三者の広告をメディアと共に含む
ことをさらに含む、［１７］記載の方法。
［２２］広告が受取人デバイスにおいて使用される指示を取得し、そしてその指示に基づ
いて第三者との取引を修正、開始、または完了することをさらに含む、［２１］記載の方
法。
［２３］ＤＭＣまたはＤＭＣの指示と共に実行可能モジュールを伝送することをさらに含
み、実行可能モジュールは決定可能な情況を見積り、そして初期パラメータを確定または
修正するために構成される、［２］記載の方法。
［２４］確定または修正された初期パラメータをＤＭＣ管理サーバーに伝送するために実
行可能モジュールを構成することをさらに含む、［２３］記載の方法。
［２５］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させること、
　決定可能な情況の閾値変化、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに基づいて決定可能な情況を見積るために実行可能モジュールを構成す
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ることをさらに含む、［２３］記載の方法。
［２６］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるクーポン・モジュール、ここでＤ
ＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定する見積りモジュール、
　装置によるＤＭＣ分配を容易にするためにクーポン・モジュール及び見積りモジュール
を記憶するメモリー、及び
　ＤＭＣ分配を実行するためにそのモジュールを実行するプロセッサー
を具備する遠隔通信のための装置。
［２７］ＤＭＣ、または
　ＤＭＣと関連する出資者または取引を識別し、そして
　　変動クーポン特性の初期パラメータ、または
　　変動クーポン特性の状態
　の少なくとも一つをさらに識別するＤＭＣの指示
の少なくとも一つを対象モバイル・デバイスに少なくとも一部送るために無線インタフェ
ースを用いる送信器をさらに具備する、［２６］記載の装置。
［２８］見積りモジュールは決定可能な情況を見積り、そしてＤＭＣが対象モバイル・デ
バイスと関連する前またはそのとき、初期パラメータを確定する、［２６］記載の装置。
［２９］見積りモジュールはユーザー・プロフィール経歴を記憶する取引データベースを
さらに含み、それはＤＭＣ利用情報、モバイル買物情報またはＤＭＣ再分配情報、ベンダ
ー・プロフィール情報、ＤＭＣプロフィール情報または小売人プロフィール情報を含む、
［２６］記載の装置。
［３０］取引データベースに記憶された情報に基づいて決定可能な情況を見積る学習エン
ジンをさらに具備する、［２９］記載の装置。
［３１］見積りモジュールは下記の少なくとも一つ：
　対象モバイル・デバイスからの入力によりパラメータに対する変化を緩和するために、
確定された初期パラメータを保証する、或いは
　対象モバイル・デバイスからの入力に少なくとも一部基づいて初期パラメータの再見積
りを可能にする
を行う、［２６］記載の装置。
［３２］見積りモジュールはクーポン・モジュールがＤＭＣを対象モバイル・デバイスと
関連させた後、初期パラメータを確定する、［２６］記載の装置。
［３３］見積りモジュールは：
　決定可能な情況の変化、または
　対象モバイル・デバイスにおける入力
の少なくとも一つに一部基づいてクーポン・モジュールがＤＭＣを対象モバイル・デバイ
スと関連させた後、初期パラメータを再確定する、［２６］記載の装置。
［３４］モバイル・デバイスとの無線データ交換に参加する送受信器、
　モバイル・デバイスと関係するデータを取得するデータ検索モジュール、及び
　対象モバイル・デバイスを識別するための一つ以上の基準と取得データを比較し、そし
て比較の結果に基づいてそのモバイル・デバイスを対象モバイル・デバイスとして確定す
るフィルター・モジュール
をさらに具備する、［２９］記載の装置。
［３５］フィルター・モジュールは時間、場所情報、デバイス能力、ユーザー・インタフ
ェース機能または一つ以上の基準としてモバイル・デバイスと関連する識別情報を用いる
、或いは
　データ検索モジュールはモバイル・デバイス、見積りモジュール、またはユーザー・プ
ロフィール情報、ベンダー・プロフィール情報、 ＤＭＣプロフィール情報または小売人
プロフィール情報を少なくとも含む終端サーバーから取得された情報を抽出する、
その少なくとも一つである、［３４］記載の装置。
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［３６］ＤＭＣの取引への適用を適用または認可する償還モジュールをさらに具備する、
［２６］記載の装置。
［３７］変動クーポン特性は取引に適用可能な償還値を含む、［２６］記載の装置。
［３８］償還モジュールはＤＭＣがＰＯＳ場所において償還を提示され、そして少なくと
もの償還状態によって見積りモジュールを更新するという通知を受取る、［３６］記載の
装置。
［３９］償還モジュールは変動クーポン特性に基づいて取引の初期設定特性を修正し、そ
してその修正を認可する、［３６］記載の装置。
［４０］償還モジュールは修正初期設定特性に少なくとも一部基づいて取引の出資者の償
還を促進するために情報センター・サーバーにＤＭＣ及び取引情報を提供する、［３６］
記載の装置。
［４１］見積りモジュールはＤＭＣの償還値を変動クーポン特性として用い、そして
　ＤＭＣの対象モバイル・デバイスとの関連、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、
　決定可能な情況の閾値変化、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに基づいて償還値を確定するために決定可能な情況を見積る、［２６］
記載の装置。
［４２］メディアをＤＭＣに統合し、或いはＤＭＣと共にメディアを束ね、ＤＭＣ及びメ
ディアをモバイル・デバイス・アプリケーションにパッケージ化し、そしてそのアプリケ
ーションを対象モバイル・デバイスに伝送するメディア統合モジュールをさらに具備する
、［２６］記載の装置。
［４３］モバイル・デバイス・アプリケーションは対象モバイル・デバイスのオーディオ
、ビジュアル、嗅覚、または触覚の機能を利用する、［４２］記載の装置。
［４４］対象モバイル・デバイスのオーディオ、ビジュアル、嗅覚、または触覚の機能は
製品またはサービスの特性を伝達または拡大するために利用される、［４３］記載の装置
。
［４５］メディアはＤＭＣに関係する製品、サービス、供給者、小売人の広告を含む、［
４２］記載の装置。
［４６］メディアはＤＭＣの出資者、受取人、または分配者以外の第三者の広告を含む、
［４２］記載の装置。
［４７］広告が対象モバイル・デバイスまたは受取人モバイル・デバイスで使用されるな
らば、クーポン・モジュールは第三者と共に取引を修正、開始または完了する、［４６］
記載の装置。
［４８］送信器は決定可能な情況を見積り、且つ初期パラメータを確定または修正するた
めに構成された実行可能モジュールを対象モバイル・デバイスにさらに送る、［２７］記
載の装置。
［４９］実行可能モジュールは確定または修正された初期パラメータをＤＭＣ管理サーバ
ーに伝送するためにさらに構成される、［４８］記載の装置。
［５０］実行可能モジュールは
　ＤＭＣの対象モバイル・デバイスとの関連、
　対象モバイル・デバイスにおける入力、
　決定可能な情況の閾値変化、または
　ＤＭＣの償還
の少なくとも一つに少なくとも基づいて決定可能な情況を見積るために構成される、［４
８］記載の装置。
［５１］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるために構成された第一のモジュー
ル、ここでＤＭＣが少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔データ交換によって対象モバイル・デバイスに分配す
るために構成された第二のモジュール、及び
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　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定するために構成された第三のモジュール
を具備するＤＭＣ分配デバイス。
［５２］ＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるための手段、ここでＤＭＣが少な
くとも一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動クーポン特性の初期
パラメータを確定するための手段
を具備する無線通信のための装置。
［５３］コンピューターにＤＭＣを対象モバイル・デバイスと関連させるための少なくと
も一つの命令、ここでＤＭＣが少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、及び
　コンピューターに対象モバイル・デバイスに関係する決定可能な情況に基づいて変動ク
ーポン特性の初期パラメータを確定させるための命令
を含むコンピューター可読メディアを含む無線通信のためのコンピューター・プログラム
製品。
［５４］ＤＭＣまたはＤＭＣの指示をデバイスから取得すること、ここでＤＭＣが少なく
とも一つの変動クーポン特性を持ち、
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得すること、及び
　初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデ
ータを収集すること
を含む無線通信の方法。
［５５］収集データに少なくとも一部基づいて初期パラメータの定量的または定性的な値
を計算すること、または
　収集データをデバイスに提供し、そして値を受取ること
の少なくとも一つをさらに含む、［５４］記載の方法。
［５６］時間、受取人モバイル・デバイスの場所、モバイル・デバイスの特徴、モバイル
・デバイス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベンダーまたは小売人プロフィ
ール情報、またはベンダーまたは小売人の場所を少なくとも一つの要素として用いること
をさらに含む、［５４］記載の方法。
［５７］ＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クーポン特性調
整規則または分配規則に関係する電子メディアを取得することをさらに含む、［５４］記
載の方法。
［５８］メディアを使用し、そしてその使用に少なくとも一部基づいて変動クーポン特性
の調整を促進することをさらに含む、［５７］記載の方法。
［５９］収集データに、またはＤＭＣの受取りに続いて収集されたデータに少なくとも一
部基づいてその値を調整することをさらに含む、［５５］記載の方法。
［６０］収集データまたはユーザー入力に少なくとも一部基づいてその値を凍結すること
をさらに含む、［５５］記載の方法。
［６１］受取人デバイスにおいてＤＭＣに関係するデータを提示することをさらに含み、
その情報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指示、
満了情報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、クーポン特性の変動を記述する規則または付加価値動機
を含む、［５４］記載の方法。
［６２］その情報はＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、そしてＤＭＣと関連する製品、サービ
ス、出資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプレイとして
提示される、［６１］記載の方法。
［６３］取引と連係して償還のためにＤＭＣを提示することをさらに含む、［５４］記載
の方法。
［６４］定性的または定量的な値を計算するためのアルゴリズムを取得すること及びその
値が計算される方法を変更するアルゴリズムに対する動的更新を取得することをさらに含
む、［５５］記載の方法。
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［６５］無線通信のために構成された送受信器で、少なくとも一つの変動クーポン特性を
持つＤＭＣ、またはそのようなＤＭＣの指示、及び変動クーポン特性の初期パラメータを
確定することに関連する少なくとも一つの要素を無線送信器から取得する送受信器、
　ＤＭＣまたは少なくとも一つの要素を記憶するメモリー、及び
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つ
の要素に関係するデータを収集する見積りエンジン
を具備する無線通信のための装置。
［６６］見積りエンジンは収集データに少なくとも一部基づいて初期パラメータについて
定量的または定性的な値を計算する、或いは
　見積りエンジンは送受信器を経由して収集データをデバイスに提供し、そしてその値を
受取る
　少なくとも一つである、［６５］記載の装置。
［６７］見積りエンジンは時間、受取人モバイル・デバイスの場所、受取人モバイル・デ
バイスの特徴、モバイル・デバイス・ユーザー入力、ユーザー、ＤＭＣ、製造者、ベンダ
ーまたは小売人プロフィール情報、またはベンダーまたは小売人の場所を少なくとも一つ
の要素として用いる、［６５］記載の装置。
［６８］ＤＭＣはＤＭＣに関係する製品、サービス、出資者、分配者、償還規則、クーポ
ン特性調整規則、再分配規則に関係する電子メディアを含む、［６５］記載の装置。
［６９］そのメディアを使用するユーザー・インターフェイスをさらに具備し、見積りエ
ンジンはメディアを使用することに少なくとも一部基づいて変動クーポン特性を調整する
、［６８］記載の装置。
［７０］見積りエンジンは収集データに、またはＤＭＣを取得するのに続いて収集された
データに少なくとも一部基づいてその値を調整する、［６６］記載の装置。
［７１］見積りエンジンは収集データまたはユーザー入力に少なくとも一部基づいてその
値を凍結する、［６６］記載の装置。
［７２］装置においてＤＭＣに関係する情報を提示する再生モジュールをさらに具備し、
その情報は製品説明、供給者情報、製造者情報、小売人情報、ベンダー情報、償還指示、
満了情報、ＤＭＣ識別（ＩＤ）、クーポン特性の変動を記述する規則または付加価値動機
を含む、［６５］記載の装置。
［７３］再生モジュールはＤＭＣの特徴豊富さを伝達し、且つＤＭＣと関連する製品、サ
ービス、出資者、または小売人の少なくとも一つの形態を拡大する多次元ディスプレイと
してその情報を提示する、［７２］記載の装置。
［７４］取引と連繋して償還のためにＤＭＣを提示する償還モジュールをさらに含む、［
６５］記載の装置。
［７５］定量的または定性的な値を計算するアルゴリズムへの動的更新を取得する更新モ
ジュールをさらに含み、アルゴリズムへの更新はその値が計算される方法を変える、［６
６］記載の装置。
［７６］遠隔デバイスとの無線データ交換のために構成された送受信器、
　ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得するために構成された第一のモジュ
ール、ここでＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得するために構成された第二のモジュール、及び
　初期パラメータを確定すること容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデー
タを収集するために構成された第三のモジュール
を含むモバイル・デバイス。
［７７］ＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得するための手段、ここでＤＭ
Ｃは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　変動クーポン特性の初期パラメータを確定することに関連する少なくとも一つの要素を
取得するための手段、及び
　初期パラメータを確定することを容易にするために少なくとも一つの要素に関係するデ
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ータを収集するための手段
を具備する無線通信のための装置。
［７８］コンピューターにＤＭＣまたはＤＭＣの指示を遠隔デバイスから取得させるため
の少なくとも一つの命令、ここでＤＭＣは少なくとも一つの変動クーポン特性を持ち、
　コンピューターに変動クーポン特性の初期パラメータを確定させることに関連する少な
くとも一つの要素を取得するための少なくとも一つの命令、及び
　コンピューターに初期パラメータを確定することを促進させるために少なくとも一つの
要素に関係するデータを収集するための少なくとも一つの命令
を含むコンピューター可読メディアを含む無線通信のためのコンピューター・プログラム
製品。
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